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プロローグ











　どうしても勝てない男がいた。

　黒縁の野暮ったい眼鏡とろくにセットもされていない、顔に落ちかかるうっとうしい髪。初めのうちは同期で同い年の彼のことを「大人しい男だな」程度にしか思っていなかった。

　でも、同じ企画開発部に配属されたことで自然と絡む機会が増えていくと、彼に対する印象は徐々に変わっていった。




　彼は案外、悪くない素材をしていた。

　よく見ると鼻筋が通っているし、髪だってふんわりと柔らかそう。

　それに、実はセンスだって悪くない。よく見てみると身につけているものはブランド物が多く、しかも嫌味にならない程度にさり気なく取り入れられている。

　その上、仕事ができる。配属されたばかりの頃から今までずっと、同期の中でも頭一つ分、目立った成績を残し続けているのだ。




　これだけ聞くとなかなかに魅力的な男のように聞こえるかもしれないが、そうではない。彼は自己中心的だ。と、少なくとも私は思っている。

　だって、飲み会には滅多に参加しないし、参加したとしても『終電があるんで』なんて理由をつけて早々と帰ってしまうのだ。たとえそれが、先輩方が自分のために開いてくれた祝賀会の席であろうとも。

　もちろん、飲み会は仕事ではない。参加だって強制できるものではない。

　でも、共に仕事をしていく仲間に対してはもう少し、感謝の気持ちや思いやりを持って接するべきではないだろうか。




　自分とは違う強さや才能をもっている彼に対する、嫉妬や敵対心による思い込みかも知れないけれど、私はそんな彼をいけ好かない嫌な奴だと思うようになっていった。

　そんな私の感情をよそに、人付き合いには興味が無いと言わんばかりに同期とさえも必要最低限の言葉しか交わさない彼が、私にだけは執拗に絡むようになった。

　彼が私のちょっとしたミスに気づき、からかう。私はそれを嫌悪感丸出しの態度で追い払う。

　けれど彼の指摘はいつも正しかった。彼が気づいてくれたことで、大事になる前に修正できたミスも少なくはない。だから私も、彼の先輩に対する態度で気になることがあれば伝えていた。彼の立場がまずくならないように。

　もちろん彼は私の忠告なんて、小馬鹿にしたような微笑と共にあしらっていたけれど。

　そんなやり取りを続けていたら、気づけば私達は遠慮なんてものとは縁遠い、腹を割って何でも言い合える仲になっていた。




　だから、こんなことになるなんて予想だにしていなかったのだ。




「じゃあ、もういいや。面倒くさい」

　彼は深いため息をついたかと思うと、耳を疑うような言葉を口にした。

「今度の企画会議、俺の案が通ったら、恋人として抱かせて」

「……は？」

「別にこれぐらい言ってもいいじゃん。どうせ、お前が勝つんだろ？」

　あまりに突拍子もない言葉を聞かされ理解の追いつかない私を見下ろし、相手は不敵に笑った。

「まぁ、負けそうで怖いっていうならこの勝負、なかったことにしてやってもいいけど？」

　次の瞬間、安い挑発に乗って「上等だっ」と叫んでしまった自分を、トイレに流して消してしまいたい。

「俺は本気だから」

　わざわざ含み笑いで言うこの男、御津みと省吾しょうご。

　本気なのは企画のことか挑発のことか。

　闘争心に意識を支配されていたその時の私は、省吾の本性をまだ知らなかった。










第一章

目の上のライバル











　今年は桜の開花が早く、四月の始めにはもうすでに散ってしまっていた。

　昨年と変わらない道、変わらない仕事内容、往復する同じ道。

桜が散って暫くの間は、会社から駅までの道には、桃色の絨毯が敷き詰められていたが、それも今では道の端に残骸が少し見えるだけになっていた。

　私はそれを眺めつつ、はぁ、と深いため息を吐いた。会社までの道のりが、険しく長く、そして足取りが重たく感じる。

　四月に私、津々井つつい美琴みことに人事異動が下りなかった。ただそれだけでここまで凹むとは思わなかった。憧れの職業にはまだまだ遠い。ただそれだけのことなのに。

　駅の改札口を通り、会社までの道のりを見つめていたら、後ろからカバンで頭を叩かれた。

「は？　いったっ」

「電車の中からずっと、辛気臭いんですけどー」

「うわ……省吾だ。悪霊退散」

「お、減らず口もパンチがねえぞ」

　しれっと隣に並んできた省吾に、一歩脇に逃げてから溜め息を吐く。

「私は省吾と違ってメンタルが弱いから、一足先に五月病が来たの」

「一ミリも意味わからん。色気がない悩みっぽいことだけは分かった」

「あんたに言われたくない。あんたは悩みがないのが悩みって感じ」

「今の悩みは、電車の中でお前の辛気臭い顔を見ないために、時間をずらすべきか、ってことぐらいかな」

　そんなにひどい顔をしていたのかと頬に手を当てる。ちょうどコンビニの前の交差点で信号に引っかかったので止まって、コンビニの窓に自分を映した。

　もしかして四月から異動があったときのためにと、奮発して買っていた綺麗系の通勤服。甘いピンク色のチュールワンピースと白のロングコートは、私のお気に入りのブランド『ローズ・ミスト』。二十六歳の私が着ても甘くなりすぎず、大人っぽいラインで大人が着ても違和感はない。ふわっと巻いたショコラブラウン色に染めた髪に、――顔は酷い。十人並み、どこにでもいそうな平凡な顔、それに加えて隣に省吾がいるせいで油断しきった顔をしている。

　奮発したワンピースをその他すべてで台無しにしている。

「ブスすぎる……」

「良かったな。お前に眼鏡はまだ必要ない」

「ううう」

　先輩たちの補助だって、調査企画だって私が一番頑張って仕事していると自負している。それなのに、隣のこの飄々とした省吾にいつもなにか負けている。

「十月よ。見てなさいよっ。十月までに何とか功績作って異動願い出すんだから」

「それ、去年も言ってたな」

「うるさい。面白みない真面目機械人間」

　塩を投げるふりをしたら、速足で逃げて行った。

　でも省吾より出勤が遅いのも癪なので、私も釣られて走ったのだった。
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　都内某所にあるブランドコンサルティング会社『ＣＥＲＬＥ』は、日本最大のブランド価格評価調査、ブランド戦略の立案や、対策、施策、提案を行う会社。入社直後は企画開発部に配置され、先輩方の下で企業の競合プレゼンテーション等の企画サポートを学ぶことになっている。実力や実績を認められれば、希望するクライアントのチームに異動願を出すことができる。

　私はデータを集めブランドの分析や調査をする開発部ではなく、広報部に配属されたかった。お気に入りのブランド『ローズ・ミスト』の服をタレント事務所に提供して宣伝に力を入れている華のある広報部に、だ。

　自分の好きなブランドが、広告にタレントを起用したり、今までにないカジュアルな価格帯のシリーズ展開を始めたりと、様々な企画を展開し人気ブランドになっていく様を目の当たりにして興奮した。私もまだ芽の出ていないブランドを、シンデレラのように華やかに変身させてみたいと。

　でも現実は甘くない。

「今回は御津の企画で進めていくから、お前たちは全力でサポートしてやってくれ」

　部長の成田さんが朝礼で、企業の競合プレゼンテーションの結果、省吾の案が採用されたことを発表した。それなのに皆に拍手され祝われている本人は頭を下げただけでふてぶてしかった。

　先輩たちに媚びたり胡麻を擦ったりしないし、仕事以外は徹底的に関わってこないくせに変に浮いたりしない。愛想だってよくないのに、どうして嫌われることも嫌みを言われることもないのか。立ち回りが実は上手いのか。同期のくせに省吾は謎だ。

　私と省吾以外にあと三人同期がいるのだが、私以外とはほぼ口も聞かないし、プライベートでの飲みの誘いにはまず来た試しがない。

　人間関係から逃げ回っている省吾がどうして、仕事だけはできるのか。それだけが悔しくて仕方ない。

「うまく立ち回っていると言って頂こうか」

「物は言いようだよね」

　昼休みに省吾を探すと、コンビニのサンドイッチと缶珈琲を手に食堂にいた。入り口からは柱で隠れていて見えにくい場所だ。

　ランチ時は屋上と談話室が解放されているので、そちらで食べる人の方が多く比較的ここは空いていて実は穴場だ。

「それでわざわざ探しに来てどうしたん」

「部長が今日は奢るから、省吾のチームの人たちと私たちでご飯食べに行こうって」

　部長の成田さんは、面倒見のいい人でチーム内の人間関係にもよく気を配り、声をかけてくれる。既婚者の余裕というのか、嫌みじゃない程度の甘い香水に、彫りが深いはっきりした顔立ちで社内でも人気も信頼も厚い。

「なんで」

「なんでって同期の私たちが居たら省吾も参加しやすいって配慮じゃない」

「パス」

　サンドイッチの包装をピリピリと開けながら、あっさりと言いのけた。

「部長は省吾のお祝いをしてくれるって言ってるのに？」

「あの人、酒呑むとすぐ絡んでくるだろ。お前も信頼しすぎ。気を付けろって」

「……成田部長にそんなこと言うの省吾だけだよ」

　信じられない。朝礼でも省吾のことをあんなに褒めてくれて、皆にはやく打ち解けてもらおうって気を使ってくれている部長に対し、どうしてこんなに空気を読めないの。

「プレゼンは省吾の案が採用されたけど、これから省吾をサポートする後輩や私たち、チームメンバーとの親睦はいつ深めるの？」

「……」

「企画部は一人で仕事できないよね。誰かの協力なくしてできない仕事だよね」

「二次会は行かんからな」

「オッケー。一人一皿ずつの料理がメインの居酒屋にしとく。省吾、取り分け苦手でしょ」

　勝利を勝ち取り、意気揚々と席を立ちあがると食堂の離れた席から同期三人が手招きするのが見えた。

「どうだった？」

　お団子頭で口元の黒子がセクシーな真衣が、クスクスと楽しそうに聞いてくる。

　私と省吾が喧嘩していてもいつも見守るだけでどちら側にもつくことはない。

「えー、この顔は承諾、貰えたんでしょ。ご機嫌だよー」

　おっとりと舌足らず気味に喋る美玖は、隣でスマホを覗き込みゲームをしている千葉の横腹をツンツンする。

　千葉は私に気づいてから、テーブルの上に置いてあったお弁当箱をスライドさせて私の目の前に寄越してくれた。

「お、じゃあ今日は飲み会なのか。彼女に飯いらんって連絡しなきゃな」

「出た。リア充発言」

「でもー、良かったー。御津くんって基本、美琴にしか絡まないからさー。部長に頼まれたとき困っちゃったもんねー」

「別に人見知りってわけじゃないのに、変な奴だよね。あ、それ日替わりランチ？　美味しそう」

「うん。美味しかったよー」

　三人は今日の日替わりメニューを全て頼んでいた。今日はロコモコ丼と鶏肉のトマト煮、鮭のムニエルってところか。食堂のメニューは、値段が安い分見た目は質素で、ＳＮＳに映すようなものではないが、どれも味は美味しい。

　でも私はお弁当だからあまり食べられないのが悔やまれる。

「省吾ってちょっと俺たちにも壁作ってるじゃん。悪い奴じゃないけど」

「悪い奴じゃないし仕事はできるから、味方にはなるよね」

「えーそれ、真衣ちゃん、利用してる言い方―」

「この食堂みたいよね。素材は良いのに盛り付けが質素でメニューもお洒落じゃないから、見た目で損しちゃう、みたいな」

　仕事は完璧にこなしつつ、人付き合いは無難に交わしてのらりくらりと一人で生きるのが楽なのかもしれない。人の生き方はそれぞれだ。私は同期とお喋りしながらランチを食べるこの生き方が好きだけど。
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「部長、御津は確保できたんでお店に予約メール送っておきました」

　自分のデスクに戻る前に部長に報告に行くと、成田部長はちょうど愛妻弁当を食べているところだった。右頬を膨らませたまま、にこっと優しく笑う。

「すいません。食事中に」

「いーのいーの。取引先との電話が押しちゃって、急いで掻き込んでんだ。すまんな、こんな状態で。予約も御津の説得も助かった」

「いえ。ただ御津の好きなお店にさせてもらいました」

「もちろん。あいつが主役だろ。あいつの好きな場所でいいよ。俺が言っても、強制みたいでパワハラになりかねんからお前を頼ってしまうな。っと、ごっちそうさん」

　ペットボトルのお茶で流し込むように食べ終わると、空になった弁当箱をさっさと片づけていく。その指には結婚指輪が光っている。

「今回は御津の案が採用されたが、俺は社内会議の時はお前のプレゼンを推してたんだがな」

「ありがとうございます」

「励ますために言ってるんじゃないよ。津々井は細かく分析して、自分の足で実際にデータ調査に行ったりするから熱意が伝わる。今度は頑張れよ」

　立ち上がった成田部長が、私の肩をポンッと軽く叩いてから、お茶目っぽくウインクをした。結局、食べ終わってすぐに仕事を再開してしまった。休憩なんてないに等しい。

「今のセクハラじゃねーの」

「うわ、びっくりした。千葉か」

　同じく自分のデスクに戻っていた千葉が、少し眉を顰めた。

「えー。今のが？　全然私、嫌じゃなかったけど」

　それに今のは私を励まそうとしての行動だ。昼食をゆっくりと取る時間さえもないほど忙しいのに、セクハラ行為をする余裕なんてないだろう。

「触られた本人がセクハラじゃないって言うならそうなんじゃない」

「あら、でも部長ってここに配属された原因がさあ」

　真衣が意味深に口角を上げて笑った瞬間、昼休みを終える時計のチャイムが鳴りだした。

　千葉も真衣もすぐにパソコンを立ち上げて、仕事を始めた。

　あんなに頼りになる部長になんであんな含んだ言い方ができるんだろう。

「噂でねー」

「うわ、びっくりした。美玖か」

「隣のデスクでしょ。噂では、成田部長、浮気がばれちゃって左遷されてここに配属されたんだって。あくまで、噂だけどね。噂―」

「なんで何度も連呼するの」

「うーん。なんかねー。部長って美琴に特別優しい感じがするからかな」

　首を傾げておっとり話す美玖に、私も釣られて首を傾げる。

「そう？　部長は皆に優しいじゃん」

「まあねー。美琴はそんな感じだから大丈夫だとは思うけど。さて、仕事仕事」

　立ち上げたパソコン画面の方へ視線を移すと、美玖はそれ以上何も言わなかった。

　オフィスにキーボードを叩く音が響きだし、私も気持ちを切り替えて仕事にとりかかった。





＊






　省吾の祝賀会という名のただの飲み会は、プール付きのラウンジ『ＣＬＯＷＮ』で行われた。

　五月前なので少し冷え込むかもしれないと心配していたが、屋外でもストーブが設置されているため寒さを感じることはなかった。

　私たち同期四名と省吾とチームの五人、そして部長の計十一人でプールサイドのテーブル四席を貸し切った。女子社員はプールに風船を浮かばせたり、花弁を舞わせて飾り立てたりして盛り上がっていた。

　部長の乾杯のあと、プールサイド組とオリジナルカクテルを作りにバーカウンターへ行く組と座って食事しながら談笑する組に分かれた。

「ＳＮＳ映えする店だなあ。昼は女性向けのカフェらしいな」

「そうみたいです。オリジナルカクテルも作ってくれるし、省吾お気に入りのパエリアが美味しいらしくって」

「料理も美味しいなあ。酒も旨い。が」

「が？」

　部長は少し離れたテーブルでホットワインを飲んでいる省吾を見て、にやにや顎を触った。

「いや、女性向けのお洒落な店を知ってるってことは案外あいつもモテるのかもしれないなあっと」

「えー……御津が、ですか」

「分からんぞ。あいつプライベートを全く出さないからな。お、そっちの美味しそうだな。取ってくれ」

　隣に自然と座ってきた成田部長が私の横の前菜を指さすので、お皿を渡す。部長はすでにビール二杯目だった。

　サーモンとキャロットラベ、海老と野菜のマリネ、それと葡萄牛サーロインのローストビーフ、ソーセジ盛り、チーズの器に入ったリゾットが運ばれてくると今度は皆、料理の写真を撮ることに夢中になっている。お皿にお洒落に盛り付けられて運ばれてくるので、見た目も可愛いし、省吾みたいに取り分ける居酒屋が苦手な人でも楽しめる。

「お、これ、甘くて無理だ。すまんが津々井、酒は大丈夫か」

「はい。大丈夫ですよ。いただきます」

　部長が渡してくれたお酒はコーヒーリキュールとミルク系の甘さで、お酒の苦みが口の中に残る程度。なのに一口飲んだ瞬間、一気に体が熱くなった。

「これ、度数高いですか？」

「どうだろうか。確認しなかったな。きついなら無理しなくていいぞ」

「いえ、美味しいので大丈夫です」

　お酒は弱くない方だから、大丈夫だと思う。でもこれ、何て名前のお酒だろうとメニューを探した。ちょうど、一人でメニューを見ている省吾を見つけたので、横に座った。

「なに？」

「ねえ、このお酒、なんて名前」

「お前……隣に座るなよ」

「すぐ退くってば。上手に隠れて一人で飲んじゃってさ」

　メニューを覗き込むと、省吾が眼鏡の奥で怪訝そうな顔をした。

「どうしたの」

「その酒、部長から？」

「うん。甘いの駄目だったみたいだから」

「貸せ」

　私が持っていたグラスを奪うと、省吾は一気に飲んでしまった。

「人のお酒っ」

「飲み放題なんだからまた頼めばいいだろ」

「省吾が自分で頼めば良かったでしょ」

　空になったグラスを睨みつけている省吾に怒鳴るが、どこ吹く風といった態度。反省はしていないというか、しないようだ。

「……水貰ってくる」

「あ、逃げた。飲み逃げだ」

　わざわざ深い溜め息を吐きながら厭味ったらしく席を立った。飲み物が無くなってしまった私は、無難にビールを頼んだ。

　真衣と美玖たちは店に許可をもらいプールに足を入れながらお洒落にお酒とチーズを食べたりして写真を撮っているが、私はそんな場合じゃない。

　省吾がプレゼンを任せられるようになってきた今、私も本格的に勉強していきたい。部長にその話を相談して、次に繋げようと思っていたのだ。

　頼んだビールをもって部長の近くの席へ移動した。すると丁度部長も注文していたお酒が届いた時だった。周りは千葉と先輩だけだ。三人でスマホのゲームについて話していた。

「お前、ちゃんと飯も食べてるか？」

「はい。あの部長」

　部長の目の前に異動してからビールを置くと、部長も私の手元のビールを見た。

「駄目だ。ちゃんと食え。さっきの俺が渡したカクテルも飲んだんだろ」

「いえ……いや、お酒強いので」

　省吾に盗られたというと、省吾の印象が悪くなってしまうかもしれないと思い誤魔化すと、ビールを奪われて代わりにレモンティーを差し出された。

「俺がビール飲むから。お前はそれにしとけ」

「まだ飲めるのに」

「それより、どうした？　相談か」

　すぐに察して気づいてくれた部長に、驚いてしまう。ちゃんと私の表情とか動きを見ていてくれているんだ。

「はい。私、以前も相談しましたがやはり広報部に異動したいなって思っていて。そのために今の私には何が足りないのかを教えていただければと」

「広報部はなあ……。経験を積まないとうちの会社じゃまず難しいな」

　部長の顔も真面目になり、暗いトーンで話し出す。

　難しそうに唸る部長を見て、気まずくなり目の前のレモンティーをストローで何度も掻きまわした。

　経験も実績もない私が今すぐにでも広報部へ移動したいと望むのは、身勝手な焦りでしかないのだろうか。

　次の言葉が出てこず、渇いた喉を潤そうとレモンティーを一口、ストローで飲んだ。

「お前に足りないもの……難しい話だからこの相談はちゃんと会社でしようか」

「はい。生意気にすいません」

「そんなことない。御津も津々井もお前たちの年代は根性があるやつばかりだ。一番はお前だがな」

　だからもっと自信を持てよ、と肩にポンッと手を置かれた。食事とお酒でほどよく熱を持った手は、肩に乗った瞬間、生温かくて少しぞわっとしてしまう。

　千葉がお昼に変なことを言ったせいで、意識してしまっただけ。成田部長は、私に元気を出してもらおうと激励してくれているに過ぎない。

　なのに肩に移る他人の体温に落ち着かず、レモンティーを勢いよく吸い込む。喉を、冷たい水分が心地よく通り過ぎ――。

　……え？

　予期していた感覚がないことで、勢いよく飲もうとしていたレモンティーを、省吾に奪われたことを知った。

　取り上げられたレモンティーを追いかけるように顔を上げると、頬を真っ赤に染めた省吾が、またもや一気にレモンティーを飲み干していた。

「だから、なんで私の飲み物を飲むのっ」

「うるせえ。お前は飲みすぎなんだよ。こっちにしろ」

　乱暴に私の目の前に置かれたのは水。カクテルを奪われビールを持っていたらレモンティーに交換され、最後はお水。わらしべ長者の逆再生みたいな怒涛の展開だった。

　そのまま私の隣に座った省吾は、目の前の部長を睨みつけている。

「これ、レモンティーすか？」

「ちょっと省吾」

　上司に対しての言い方ではないと注意しようとしたら、何故か睨まれる。

「お前は水飲んでろ」

「なっ」

「お前が出るとややこしいんだよ。水飲んで酔いを醒ましてこい」

　言い方ってものがあるじゃない。

　そう思ったのに、あまりにも鋭い目つきで睨まれ、口籠もってしまう。

　レモンティーも水になってしまったし、踏んだり蹴ったりだ。

「今日は省吾のお祝いの会なんだから、騒ぎを起こさないでよ」

　早く向こうに行けと言わんばかりの省吾のオーラに気圧され、やっとの事でそれだけを言いおいて、逃げるように真衣たちの元へ向かった。せっかく飲み会を開いてくれた部長に失礼なことをしないといいけど。

「美琴、チーズフォンデュしようって、あっちのテーブルに集まるんだけど来る？」

　プールサイドの麻衣と美玖は立ち上がり、一番端っこの席を指さした。

　飲み物だけ置かれたテーブルは、女子社員たちが荷物と乾杯した飲み物を置いていたらしい。飲んだグラスを端に並べて準備しだした。散々写真を撮って満足したのか、彼女たちは飲みながら写メの交換やＳＮＳへの投稿でにぎわっている。

「ここ、良い雰囲気の店だね。今度ランチで来ようよ」

「ここ、予約難しいんだよ。夜は特に。美琴、よく当日にこんな場所予約できたね」

「偶然だよ。省吾が〝持ってる〟んじゃない」

「持ってそう。持ってそう」

「前世はー、国を救った勇者だったーとかね」

　二人の雰囲気にホッと安堵した。先ほどの省吾の不自然な行動や、部長への失礼な態度には私も戸惑ったし。

　安堵したと同時に、部長の手が肩に触れた瞬間感じた、ねっとりした熱が思い出され、急にゾクゾクと寒気が起こった。

　尊敬できる上司に対して、失礼な反応だ。ほかの人の意見に感化されすぎだ。

　省吾に渡された水を飲むと、すうっと気持ちが落ち着いてくるように感じた。もう少しここで二人と会話して完全に落ち着いてから省吾と部長のフォローをしにいこう。

　女子で固まって盛り上がった。チーズフォンデュに野菜を突っ込みながら話す内容と言えば恋バナだ。

「うちの企画開発部で彼氏にするなら――誰？」

「やだー。先輩、またその話」

　真衣と美玖はクスクス笑っているが、酔った女性上司の毎度の質問に内心飽き飽きしていた。面倒くさいので二人はいつも無難に千葉と答えている。

　先輩たちは彼女持ちの千葉は最初から対象外のようで、そう答えておけばそれ以上の質問攻めにされることはないと、二人は心得ている。上手い逃げ口だ。

「津々井さんは？」

「私ですか……んんー」

　同じ部署ってだけでライバル心が燃えてしまうので、考えたこともなかった。

「既婚者じゃなかったら、やっぱ成田部長じゃない？」

「いやだー。絶対に女慣れしてるって」

「女慣れしてないで、彼女いなさそうで、優良物件って御津くんとか？」

「省吾ですか」

　驚いた。あんな陰に徹そうとしてる男の名が、恋バナの振りをした品定め会で出るとは思わなかった。

「浮気しなさそうだし、束縛しなさそうだし、最終的に結婚するなら、安定しそうな男がいいよねー」

「それは分かるかもしれませんが……」

　先輩たちは結構酔っているのか、話題はすぐに違う社員に移って、省吾の話は終わった。

　省吾はやはり女性社員たちから評価がいい。

　確かに省吾は意外に整った顔立ちをしているし、雰囲気や仕草にもなんとなく品の良さが感じられる。その上仕事もそつなくこなし、私よりもよい成績をあげている。もしかしたら、私はそんな省吾に嫉妬しているから、突っかかってしまうのかもしれない。

　なんにせよ、省吾に腹が立っているのは私だけのようだ。

　省吾からしてみれば酔った女たちに勝手に批評されて気分は良くないだろう。

　水を全部飲み干したあたりで、スマホが震えた。

　部長の隣でゲームの話をしている千葉からだった。

『省吾がトイレから戻ってこない』

　見渡すと確かに省吾の姿はない。トイレということは、悪酔いして倒れてでもいるのだろうか。

　そういえば飲み会でもいつも気づけばお茶をちびちび飲んでいたっけ。もしかしたら、お酒はあまり強くないのかも知れない。今日は珍しくホットワインのあと、私から奪ったカクテル、そしてレモンティーを飲んでいた。

　千葉は部長に捕まっているので様子を見に行くことができないのだろう。

　私はバーカウンターでお冷をもらい、トイレ付近をうろうろしてみた。

　流石に中に入ることはできないから、女子トイレの前の壁に寄りかかり、誰か出てくるのを待った。

　省吾のお祝いとは名ばかりで、ただ飲んで騒いでだらだらと時間を過ごすだけ。他人に興味がない省吾にとっては苦痛な時間だったのかもしれない。

　私が強引に誘ったの、悪かったかな。

「省吾―……居る？　水持ってきたけど」

　外から声をかけてみると、ドアを開ける音がして、数回ドアに何かがぶつかる音がした。

「大丈夫？」

「悪い。タオル持ってる？」

「ハンカチならあるよ」

　カバンからハンカチを出していると、トイレから真っ赤な顔の省吾が顔を出した。

「その顔、どうしたの？」

「……うるせえな。ハンカチ、借りるぞ」

　ぼそりと言って、省吾は踵を返すと再びトイレに入ってしまった。手を洗っているのだろう。水道の音が聞こえてきた。

　それにしても驚く。耳と首まで真っ赤になっていた。やっぱり、お酒はそんなに強くないのだろう。

「お水、飲むー？」

「ああ。くっそ。あのレモンティー」

　真っ赤な顔をした省吾が、脱いだジャケットを肩にかけ、眼鏡を胸ポケットに刺した格好で悪態をつきながら出てきた。

「アレルギー？」

　まさかレモン？

　私の心配をよそに、省吾の指が私に伸びて避ける隙も与えないままデコピンが飛んできた。

「いったああっ」

「度数。お前、さっきから部長に度数の高い酒ばっか勧められてたの。気づいてなかったろ」

「あ、でも部長も悪かったって。だからレモンティーくれたのに」

「あれはレモンディーじゃねぇよ」

「え？」

「ウォッカ、テキーラ入ってた。ビールの度数が五ぐらいだったら、あのレモンティーは四〇近かった」

「でも……味はレモンディーだったよ」

「そうだよ。味は完全にレモンティーだった。だから悪質。最悪だろ」

　省吾は私の手から水を乱暴に受け取り、一気に流し込んだ。

　熱いのか、ネクタイを緩め苦し気に息を吐く。

　なんだろう。普段表情がないせいか、酔って隙ができてる省吾はちょっとだけ艶っぽい。

　色気が漂ってきてる。省吾のくせに。

「聞いてんのか。成田部長はお前にわざと酔わせようと、度数が高いのを隠して飲ませてたんだ。悪質だぞ」

「たまたまかもしれないし、度数なんて分からず適当に注文したかもじゃん」

「だったらレモンティーを渡されたとき、酒が入ってるって言ってたか？」

　ピリピリした空気の中、省吾が私を見降ろした。

「自覚を持てよ。お前、信頼しすぎ。付け込まれるぞ」

　グラスを持つ手に力が入るのが見て取れた。怒りが伝わってきた。

　言い返せなくて、省吾の顔を見上げた。その顔を目にした瞬間、時間が止まったように感じた。

　上気し熱を帯びた頬、少し潤んだ瞳。酔っているのは一目瞭然だが、ちゃんと理性は残っているらしい。

　でも……私のために怒っているところ、申し訳ないけど眼鏡をしていない省吾っていつもより数倍、爽やかでイケメンだ。

「おーまーえー。別のことを考えてるな」

「いや、そんな」

　その通りです、とは言えず口籠もっていると、大きくため息を吐かれた。

「お前が既婚者に弄ばれるとか考えたら、反吐が出る。絶対に許さん。もっとガードしろ」

「私が弄ばれる？　部長に？　そんなことあるわけないでしょ」

　見下ろされ、省吾の強く睨みつける目が刺さる。

　私にとって省吾は、負けたくないライバルだけど省吾にとって私は、既婚者に弄ばれちゃうような馬鹿な女なのかな。ライバルだと思っていたし、同期だからとついつい何かと口を出したり心配したりしていたけど、省吾からしてみれば私なんかに心配されたくなかったわけだ。

　そう考えると、今までの私への態度も全て合点がいく。

「……もう仕事以外では話しかけないよ。省吾は私が嫌いみたいだし」

「どうしてそうなるんだよ。あー……頭痛ぇ」

　壁にぶつかるように寄り掛かると、片手で頭を押さえた。

　首や耳まで真っ赤な様子からして、かなり酔っているに違いない。

「おーい。省吾、大丈夫だった？」

　ピリピリしていた空気を壊してくれたのは、煙草をもって現れた千葉だ。

　滅多に吸うことはないので、きっと吸いたくもない煙草を吸うふりをして、抜けて来てくれたに違いない。

「なんか酔っちゃって。顔色も悪いし、連れて帰るよ」

「あー……歩ける？　俺の家、ここから近いから泊めてもいいんだけど彼女いるからなあ」

「大丈夫。同じ駅使ってるから、私が送っていくよ」

「そう。……まあそれがいいか。もしかして酒に何か入れられてたかもしれないし。強い酒飲まされただけなら、良かったな」

　千葉はタクシー呼んでやるよ、と携帯で電話し出した。

　省吾はいつの間にか眼鏡をかけ直し、壁に寄り掛かったまま深呼吸していた。

　いつも無口で表情を顔に出さない省吾が、不機嫌さを丸出しにしているのは、もしかしてひどく酔ってるからかもしれない。

　部長に酔ってしまった省吾を家まで送るため先に帰らせてもらうことを伝え、真衣たちにも断ってから店を出た。

　タクシーで駅に向かう中、気分が悪そうな省吾を膝枕してみたがお礼も嫌みもなく拍子抜けした。

　けれど駅に着いても起き上がらない省吾には、流石にこの私も嘆息してしまった。

　私の代わりに強いお酒を二杯も飲んだんだから仕方ない。

「すいません、やっぱ家まで送ってもらっていいですか？」

　タクシーの運転手さんに頭を下げてお願いすると、快く了解してもらえた。
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　いつもより早く目覚めた朝、いつもより早く化粧し、散らかしていた雑誌や畳まないまま壁にハンガーで下げっぱなしの服をクローゼットに隠し、冷蔵庫を開いた。

　ろくなものが入っていない。卵とチーズとパンとトマト。自分だけならばパン焼いて適当に済ませるんだけど。

　ちらりとソファを見る。一人暮らしの狭い部屋にある大きなソファ。疲れた日は、テレビを見ながら寝落ちしてしまうことが多々あるので思い切って大きなソファを買ったのだ。八畳しかない部屋の壁めいいっぱいにはめ込まれている。そのソファから足がちょこんと見えている。

「……省吾」

　あの後、タクシーの中でも頑なに起きず、自分の住所も言えなかった省吾を、私の家まで連れてかえった。千葉や真衣、美玖にばれたら、誤解されそうだから嫌だけど、こうするしかなかった。タクシーで置き去りにしたら運転手にも迷惑かけちゃうし。

「おーい、省吾、起きて」

「……んっ」

　無防備な寝言。目を閉じた顔が整いすぎていて思わず見とれてしまった。

　確かに黙っていたら、本当に造形はいいよね。こいつ。

「ってそんな場合じゃない。省吾くーん。ママよ。ご飯できたわよ」

「……は？」

　怠そうに伸びながら、省吾が天井を見て目を何度も瞬きする。そしてソファの背もたれを触って、目を細めた。

　それと同時にオーブントースターにいれていたパンが、音を立てて飛び出してきて、省吾はそちらへ視線を移す。

「どこだ、ここ」

「君の嫌いな女の家だよ」

　トマトのヘタをプチプチ取り、スクランブルエッグを作ってテーブルに載せた瞬間、省吾がソファから落ちた。

「はあ？」

　素っ頓狂な声を上げ、大きく目を見開く。

「タクシー乗ってから起きないし。住所分からないし。うちなら着替えに戻れる位置じゃないかなって」

「……はあ？」

「大丈夫？　頭打った？」

　パンにバターを塗って、起き上がって呆然としている省吾の口の中に放り込んだ。

「私のせいで強いお酒飲んじゃったから細やかなお礼ってことよ」

「……なんでお前の家なんだよ。駅にでも転がしとけよ」

　心底嫌そうに言われて、むっとしてしまう。

「私の家は、駅での野宿より嫌ってことか」

「そういうわけではないが、いや、悪かった。ありがとう」

　素直にお礼を言われ、内心驚いた。

　パンをかじりながら、寝ぼけていた意識が段々と覚醒していくのを感じて、私もスクランブルエッグを食べた。

　一人暮らしの狭い部屋に他人がいるの、ちょっと落ち着かない。

　でも、沈黙は嫌ではなかった。文句を言いあわない瞬間が私たちにあるのは珍しい。

　しかし、露骨に嫌そうな省吾の顔を見たら、聞かずにはいられなかった。

「昨日の話を蒸し返して悪いけど。省吾は私と仕事以外では接触したくないってことでいいのね？」

「飛躍しすぎ」

「私の方が出世して、上司になったときにその態度とその言葉、後悔するではないぞ」

　酔っていたとはいえ、私を馬鹿女認定していた事実には変わらない。

「早く家を出て。今から家に帰っても出勤間に合うでしょ」

「……んんー」

　何か考えながら立ち上がり、省吾は唸っていた。

　が、私は省吾が出て行ったら簡単に食器を洗って昼ご飯を食堂にするかコンビニで買っていくか悩まなければいけないのだ。

　玄関のドアを開けると、靴を履いて出て行こうとした省吾が、ドアをくぐるかくぐらないかのギリギリラインで止まった。

「なに？」

「俺は」

　はあっとわざとらしいため息を吐きながら、私が開けたドアを勢いよく引いて、再び閉める。そして私をまた見下ろした。この見下ろされるのが、ちょっと好きではない。

「俺は、訳あって企画開発部では地味に目立たなく過ごしたかった」

「その顔で地味に目立たなく、は無理じゃない。女子社員には人気あるみたいだし」




「入社してすぐの頃かな。俺、ちょっと孤立しそうになったんだよ。まぁあれは、目立ちたくなくて気配を消しすぎた俺が悪いんだが」

「あったっけ？」

　省吾が何を言おうとしているのか分からず、困る。

　さっさと一旦家に帰らなければ遅刻してしまうのに。

「その時、お前が同じチームで、俺が孤立しないように色々配慮してくれて、申し訳ねえなって思ってたんだ。俺の我が儘のせいで、俺自身が孤立すんのは仕方ないのに、お前はチームワークだ、親睦だって色々慣れない仕事の中で頑張ってくれた」

　省吾に褒められるとは思わず、口戸惑う。これってなんて返事すればいいんだろう。

だって私、たぶん、実績と経験積むために色々と走り回っていただけで、省吾のことだって一人だけ輪に入れないのは嫌だとか。自分が嫌だから行動していたにすぎないし。

「逆にお節介だし、余計な世話だって思う部分の方が多かったかもしれない」

「何が言いたいのか分からなかったけど、今分かった。単に暴言吐きたいだけね」

　少しでも同期として歩み寄ろうとしていた自分が滑稽だった。

　早く追い出そうと再びドアノブを握りしめると、大きな手で私の手ごとドアノブを掴んだ省吾が、近寄ってくる。壁に追い込まれ、省吾の影で覆われた。

「……気づいたんだ。良い人すぎて成田に騙されてるお人よし感とか、同期ってだけで俺なんかを家に泊めてしまうその危機管理もねえ馬鹿なやつを」

「ほんと腹立つな」

「そんな奴でも成田に触られて欲しくねえって思うこの気持ち。俺はお前に惚れてんだ」

「ほうほう、私に惚れ……は？」

　今、私の悪口しか言ってなかったよね。それがどうなって、そんなことになるの。

　省吾を介抱して家に泊めただけで、どうして……。

　見上げた省吾の視線が熱い。こんな省吾初めて見た。

　いつものクールで澄ました顔ではない。私を見つめる目が、甘い。口元が微笑んでいて心臓に悪い。そんな顔、今まで一度も見たことがない。

「……嫌いかと思ってた」

「それは俺が悪い。本当は単純にただお前が好きだ」

「ひっ。朝からそんな、少女漫画みたいな言葉……っ」

　私が好き？

　信じられなく睨むと、省吾の耳が赤いことに気づいた。昨日の酔いが残ってるの？

　私を……好き？

　その言葉の意味が分かった瞬間、全身の血が沸騰した。沸騰した血が体中を駆け巡り、熱くなった。

　嫌われてるわけではなく、私のことが好き。

　ホッとしたのに、ただそれだけなのに体が熱くて、顔中に熱が集まりだした。

「は、初めて言われたかも」

「だろうな。さっさと言わないと、馬鹿な男に引っかかりそうだ」

「だから私はそんなに馬鹿な女じゃないってば」

　こんな時でも憎まれ口を叩く省吾を睨みつけると、小さく『悪い』と謝ってきた。

「焦ってんのかも。何も考えずに酒呑もうとしてんの見て、限界だった。こいつが騙される前になんとか俺のモノにしたいって思った」

「そっ、いや、何で、急に。モノじゃないし。いつも憎まれ口ばっかだから、し、信じられない」

「本当はもっと美琴を独り占めしたいって思ってるよ」

　砂糖のような甘い言葉に、耳まで熱くなった。

　一歩、省吾が近づいて私の首筋に顔を埋めてくる。

「真っ赤になってる。……すげえいい匂いがする」

「ひゃっ」

「やべえ」

　首筋に省吾の唇があたると、体中に甘い痺れが走った。告白されて舞い上がって興奮してしまったのだろうか。

　シャワーで濡れた髪から香るシャンプーを省吾が嗅ぐのが、艶っぽくて困った。

　でもこのままでは省吾が遅刻してしまう。

「その、嫌われていなかったことは純粋に嬉しい。……ほっとした」

　省吾は意地悪だし憎まれ口ばかり叩いてくるけど、同期なんだから、もっと仲良くしたいと思っていたのは事実だ。でも。

「でも、急に言われても省吾の気持ちを受け入れることはできない……から。とりあえず、帰ってください」

　押しのけて家のドアを開けた。

　そして全身を使って省吾の背中を押して外に出す。

　嫌われていると思っていた。それに、ライバルと認識していたから恋愛対象としては意識していなかった。

　こんなに頬が熱いのは、告白というものを初めてされたからかもしれない。相手が省吾だから、というわけでは断じてない、はずだ。正常に考えられない今、さっさと目の届かないところへ行ってもらい、気持ちを整理したかった。

「嬉しかったってことは、嫌じゃないってことだろ」

「嫌じゃない、だけです」

　謎の敬語を発動させてしまったけど、それ以上は省吾も押して来なかった。

　ドアの向こうで足音が去って行くまで私は呆然とドアの前で立っていた。

　そしてドアスコープを覗き込み、省吾がいないと確信を持ってからその場にへなへなと倒れ込んだ。

　平凡すぎてモテた試しもなく告白なんてされたことがない。

　そんな私に突然訪れた、少女漫画の主人公にでもなったかのような甘い雰囲気。




　私は、どうしたらいいんだろう。

　ぐるぐるする頭の中で、いつもの時間より一本速い電車に乗って出勤した。

　同じ電車に乗ることから逃げてしまった。

　私の首筋からは、省吾の唇の感触が消えない。消えてくれなかった。
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　その日は仕事中、省吾の言葉と真っ赤になった耳を思い出して、キーボードを叩く音が荒れた。意味もなく色んなキーボードを叩いてしまうほど動揺してしまった。

　けど、省吾は相変わらずいつも通りだった。

　相変わらずランチは一人で消えて、私たちとも仕事以外では会話なし。

　朝のあれはなんだったんだろう。まだ少しお酒が残っていたのかな。

　なんにせよ、思い出しては悲鳴を上げそうになる私をよそに、省吾はさっさと自分の仕事を終え、帰宅準備を始めていた。

「あれー、美琴、それどうしたの」

「ん？」

　コートをはおり、美玖たちとご飯を食べに行こうかと話していた時だ。

　美玖が私のコートの一番端っこを掴んで、見せてきた。

「ほらー。ボタン割れてるし、裾が破れてるよ」

「うそ！　奮発して買ったコートなのにい」

「あらら。ボタンは予備があるだとうけど、裾は裏から縫っても分かるかな？」

　引っかかって切れたのか、数センチだけど切り込みが入っていた。

「そういえば、省吾を乗せたあと、倒れ込んできたときドアにコート挟んだかも」

「私、縫ってあげようか。気に入ってたのに残念だね」

「ありがとう。まあでも、端っこだから頭からつま先まで舐めるように見ないと分からないよ。コートもそろそろ要らない時期だし、いっか」

「来年、もっと可愛いの発売されるかもだしね」

　何気ない会話だった。実際私は、そこまで落ち込んではいなかった。

　せっかく買ったコートだし、ぱっと見分からなければ大丈夫。

　流石にもう着られないレベルに破れていたら発狂していたかもしれないけど、ボタンさえ変えれば問題なく着られる。




　けれど、エレベーター前で私達の会話を聞いていた省吾は違っていた。

「省吾もお疲れ様。今日もお一人？」

「お前、コートまじかよ。俺のせいか」

「やだー。省吾くん、女子の話に聞き耳立ててたのー？」

　美玖にからかわれ、バツが悪そうにしている省吾をおいて、私はエレベーターに乗り込んだ。

「私の不注意だから気にしなくていいよ」

「そんなわけねえだろ。弁償する」

「いいってば。全く気にしないで」

　財布を出そうとした省吾を片手で制止する。本当に気にしなくていい。

　着られないわけでもないし。

　私がきっぱりと断ったせいか、エレベーター内にピリリとした空気が流れた。真衣と美玖が顔を見合わせ、省吾の様子を窺っている。

「えーっと私たち、今からご飯食べに行くけど一緒に行く？」

「行かない」

「だろうね。じゃあ、お疲れ様」

　エレベーターを降り、真衣と美玖の腕を掴んでぐんぐん進んだ。

　省吾の気配が消えるまで、振り返らずに。

「美琴――っ。腕が痛い」

「ヒールだから扱けそう」

「ごめん……」

　二人のおススメというレストランに入り、美玖にコートを縫ってもらいながらもまだ胸が早鳴っている。

「なーんかー、怪しいよねー。絶対、なんかあったでしょ」

「だよね。美琴、顔が茹でタコみたいに真っ赤だもんね」

　二人にクスクス笑われてしまったけど、特に何も聞かれなかった。

　慣れていないからこそ、落ち着かなくて焦ってしまう。

　昨日までの、喧嘩腰でも普通に話せる関係に戻りたい。

　なんでも言い合える状態の方が、ぐるぐる悩むより楽。少なくとも私はそう思っていた。
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　美玖が丁寧に細かく縫ってくれたのでコートはパッと見、破れたようには見えない。

　ボタンも予備のものに付け替えれば、コートは全く問題なし。コート問題だけでも解決して良かった。

「ねー、美琴もいくー？」

　美味しいパスタを食べた後、美玖と真衣はネイルに行くらしい。

「私は家に何もないから、スーパー寄って帰るよ」

「お、偉いじゃん。美琴はお弁当も作ってきてるもんね」

「コートを買ってから質素にしてんの」

　このコートは、一人暮らしの私にとってはそれだけ思いきった買い物だった。次に新作が出た時のために、貯金も大事だしね。

「じゃあ、またね」

「気をつけてねー」

　二人に手を振って、スーパーへと向かう。気の置けない同僚とご飯食べて色んな話をしたら少しだけ落ち着いた。一人で考えてしまう時間を作ったらいけないってことだ。

　一週間の献立を考えながら歩こう。そうすれば、少しは気がまぎれるはずだ。

　駅のスーパーまでの道のりは、誘惑が多い。家では酎ハイしか飲まないけど、ＢＡＲや居酒屋を通り過ぎると、家でも何か食べたいと思ってしまうから不思議だった。

　通りかかって足を止めたレストランは、更に誘惑してきたから困った。

　テレビの取材を断っている高級イタリアレストラン『シャルム』。白を基調とした外観で、白の外壁とアンティークの大きな扉、メニューも内装も分からない。シャルムと書かれた看板が置かれているだけのシンプルさ。

　予約したくても一見さんお断りで、入っていくお客も芸能人や大手の社長ばかりという噂だ。

　一度でもいいから中を見てみたい。

「瀧澤さん、こっちです」

　通り過ぎようとした瞬間、店の前で高級車が停まった。左ハンドルの有名外国車だ。

　ちらりと横目で艶々の車を見ていて、思わず固まる。店から出てきた男が車に映っているのだけど、――省吾だった。

　一見さんお断りの高級店から、省吾が出てきた。車から出てきた男性が省吾に駆け寄っている。

　驚いた私は咄嗟に横道に入って、レストランの方を見た。

「久しぶりですね。元気でした？」

　車から更に出てきた女性が、省吾と握手してるのを見て固まった。

　あの人は、うちの会社がコンサルティング契約を結んでいる『ローズ・ミスト』の専属デザイナーの三藤さんだ。四十代とお聞きしたけどサングラスに真っ赤なカクテルドレスで、四十代とは思えないほど若々しい雰囲気だ。そして瀧澤と呼ばれた人は、広報部の部長だ。

「同じ会社なのに、俺でも見かけないんですよ」

「あら、そうなの。どうして？」

「隠してるんですよ」

　二人の談笑に、あの省吾が愛想笑いを浮かべている。

　……本当にあれは省吾なのかな。生き別れた兄か弟とか？

　髪もセットされて、眼鏡もしていない。服だって、会社で見たことがないようなお洒落なスーツだ。

　いつもの地味な省吾ではない。あんな高級レストランの前で、名だたる人たちと一緒に居て緊張もしていないなんて。

　どういうことだろう。

「隠してるって何を？」

「その話は中で」

「そう。でも昔から格好良かったけど、益々格好良くなったわね」

　悪いと思いつつ、ついつい覗いてしまう。立ち去りたいけど、今、出て行けば省吾に見つかるかもしれないし。

　でも憧れの『ローズ・ミスト』のデザイナーさんが目の前に居るのに見てるだけって、悲しい。偶然を装って飛び出せる度胸があれば会話ぐらいできたのに。

「……お、津々井じゃないか」

「成田部長っ」

　後ろから声かけてきたのは部長だった。

「何してんだ？」

「お疲れ様です。や、あの。広報部の方が居たから挨拶しようかと思ったのですが、プライベートなので話しかけるのは失礼かなって」

「広報部？　ああ、瀧澤か。おーい」

「部長！」

「成田か。お前も仕事帰りか」

「ああ。うちの部下が広報部に挨拶を――っておい、津々井」

　そうそうたるメンバーに混ざる勇気もなく、深々と会釈して駅まで走ってしまった。

　後ろを振り返るのが怖くて逃げだしてしまったけど、省吾にも気づかれただろうか。

　駆け込んだ先は閉店十分前の、駅前スーパー。

　閉店を知らせるＢＧＭが流れ、新鮮な肉や魚はもうほぼ売っておらず、総菜コーナーは半額シールを貼ったお弁当がぽつぽつ残っている状態。

　私以外にも会社帰りであろうスーツ姿のお客がちらほら居る。

　目当ては、昼ご飯用の食材と朝ご飯の食パンとおかず、ヨーグルトも食べたい。なのにさっきの別世界の映像が頭から消えてくれなくてパンを選ぶ手が震えていた。

　食べたいパン、なんだっけ？

　食パンに手を伸ばし、先ほどの普段の地味さが嘘のような省吾を思い出し、眩暈がした。

「津々井、はやいぞ」

　食パンを持ったまま固まる。息を切らして追いかけてきてくれた部長が、入り口に立っていて、動揺してしまう。わざわざ心配して追いかけてくれた上司に対して、失礼な対応に違いない。

「部長……先ほどは失礼しました」

「ああ。瀧澤、驚いてたぞ。でも昔馴染みだから気にするな」

「広報部の瀧澤さんと親しいんですか！」

　まだ心臓がバクバクしているのに新たな真実に驚く。

「まあ。妻と瀧澤が同期で、家族ぐるみで交流があるんだ」

「そ、うなんですね」

　広報部にパイプがあると思うと、努力すれば手が届くんじゃないかって期待してしまう。実績を作って部長に推薦されたら、きっと目に留まりやすいはず。

　今日はそれだけでも、良い発見があったと思うことにしたい。

　自分に言い聞かせていると、持っていた買い物カゴとパンを奪われる。

「部長？」

「あと十分で閉店だからさっさと買って出ないとお店に迷惑がかかるよ」

「そうですね。すみません」

　パンとヨーグルトを入れたカゴの中に、インスタントコーヒーとお酒が放り込まれ、固まる。

「あのう」

「俺も買うから気にするな」

「いえ、部長には昨日もご馳走になっていますから」

　買い物かごを奪おうとしたが、反対の手に持ち換えられてしまう。

「鈍いな。珈琲とお酒で飲みなおしたいと言ってるんだよ。瀧澤に紹介してほしいだろ？」

　不意に部長の声が低くかすれる。驚いて見上げると、いつもより目元が優しい。

　甘いというか違和感がある。

「津々井が新人として入社してからずっと頑張っているのを見てきた。君は人との輪を大事にする子だ」

　お礼を言いたいのに、何かが私の中で鳴り出した。危険だとサイレンが鳴っている。

「……妻は実家に帰ってしまってね。ずっと一人で寂しくて仕方ない。別れたいが、君を瀧澤に紹介してから、だな」

「部長、あの」

「もうずっと冷え切っているから、今更隠さない。この指輪は気にしなくていいから、俺を見てくれないか」

　自分に酔ったような、古臭いドラマのセリフで背中に悪寒が走る。

　美玖や真衣、そして省吾が部長に対して口を重くしていた理由が、今ようやくわかった気がする。

「俺の家で、お前の相談に乗るって言ってるんだ。悪い話ではないだろ？　広報部だぞ」

「公平を欠く行為は駄目です！」

　じりじりと下がり、出口を目指す。これが買い物かごではなくバッグを奪われていたら逃げられなかった。

「終電があるので、失礼します」

　深々とお辞儀して、スーパーを飛び出した。まさか再び追いかけてくることはないとふんで、逃げ出してしまった。

　一度に色んなことが沢山ありすぎて、混乱してしまう。

　部長は、やはり仕事では尊敬しているけど、いくら奥さんと仲が冷え切っているからって、自宅に私を呼ぶのは良くないし。

　レストラン前の省吾のことがぶっ飛んでしまうほど、驚く出来事だった。

　もし先ほどの男が省吾だとしたら、今頃高級イタリア料理をそうそうたるお方たちと食べているんだ。

　それなのに私は朝ご飯を買い逃し、酔っ払いが渦巻く電車で寂しく帰る。

　この差が悲しく、空しい。

　駅までの道のりは、人がごった返す迷路の中を、隙間を見つけてふらふら歩いていくゲームに思えた。

「美琴」

　ゴールである駅の改札口に、省吾が立っていた。

　眼鏡をしていない顔は、切れ長のアーモンド形の瞳が印象的だった。髪はワックスで整えられ、上品な柑橘系の香水を漂わせる。見たこともない高級時計をつけても嫌みもない。

　私の知らない省吾が、立っている。私に気づいて、持っていたスマホの画面を消して近づいてくる。大きな紙袋をぶらさげポケットに手を入れて、その姿がまるでモデルのよう。

　省吾ってこんなに背が高かったっけ。こんなに格好良く歩いていたっけ。

「ずっと携帯、鳴らしてたんだけど」

「……え、あ、携帯」

　カバンを漁って底で眠っているスマホを取り出すと、着信が五件と表示されていた。

「あの、さっきシャルムってお店から出てきたのって省吾？」

「そう。見られてた、かあ。……はあ」

　セットした頭をガシガシ掻きながら、紙袋を差し出してくる。

　ピンクと水色のチェック模様で、金字で書かれた『ローズ・ミスト』のロゴ。この紙袋は、私の大好きなブランドのもの。

「これ、お前に。それと同じコートはもう完売してたけど、後に出たこれはまだ在庫あるって言うから」

「え、うそ。コートは気にしなくていいって言ったのに。さっき言ってからまた数時間しか経っていないじゃん」

「三藤さんに連絡したら、用意してもらえた。同じのじゃなくて悪いけど、それも使って」

「用意って、あのブランドのコートなんて簡単にもらえないよ」

「昨日、迷惑かけただろ。一晩泊めてもらったお礼ってこと」

　受け取るまで絶対に差し出した手を下すつもりはない。そんな頑固たる意志が見えた。

　あんなにはっきり断ったのに、省吾は気にしてわざわざ用意してくれたんだ。

　さきほどのねっとりとした部長の視線や言葉とは違う。真っすぐな瞳に、なんだかホッとしてしまう。

「あとで返してとか言わない？」

「言わない。お前に用意したんだから、貰ってくれないなら捨てる」

「……本当にいいなら貰っちゃうけど。メチャクチャ嬉しいけど、本当にいいのね」

　高価なお礼の品物に手が震えたけど、おずおずと受け取ると、小さく省吾も安堵するように息を吐くのが分かった。

　ああ。ボーナスが飛んでいくほどの値段のコートが私の手の中に。元々は私が酔わされそうになったから代わりに全部飲んでくれただけなのに。

「ありがとう。また酔ったら介抱するね」

「がめつい」

　髪をくしゃくしゃと撫でられて、思わず笑う。

　いつもの省吾だ。雰囲気や見た目は全然違うけど、省吾だった。

「で、さっき成田部長、いただろ？」

「成田部長……」

　名前を出されて、背中がまたぞくぞくし出した。

　省吾が駅の改札口にいたのは安堵したのに、部長を見た瞬間悪寒がしたのは怖かったからか。

　さっき、私は自分では気づかないうちに、無意識に恐怖を感じていたらしい。

「なんかされたのか？」

「いや……その」

　奥さんが出て行ったとか、色々プライベートなことを省吾に言っていいのか口籠もる。もし私なら部下に知られたくなくて、わざと明るく振る舞っちゃうはず。部長も言いたくないかもしれないから。

「スーパーまで追いかけてきて払うって言われて、申し訳なくて逃げ出してきちゃった」

「だから言ったろ。下心全開なんだって」

「……もう大丈夫。省吾の言った通り、私、隙だらけだった」

　笑ったつもりが、頬の筋肉が動かなかった。言い返せなくて、じわりと視界がにじんでしまい、慌てて紙袋を抱きしめて誤魔化す。

「一分待って」

　私の頭に手を置いてガシガシ頭を撫でながら、省吾はスマホで誰かに電話をし出した。

「もしもし。親父？　爺ちゃんは？」

　電話の向こうで『その呼び方はなんだ』と怒鳴る声がするが、省吾は淡々としている。

「友人を一人で帰したくないので、送ると伝えて。……うん。そう。じゃあ」

　電話の向こうではまだ文句を言っているようだったが平然と電話を切った。

「いいの？」

「ん。さっきのレストランで爺ちゃんの誕生日会してたんだ。喜寿っていって七十七歳のお祝い」

「じゃあ戻らなきゃだめだよ。私なら大丈夫」

　祖父の誕生日だから特別な場所でお祝いってことか。

「七十七歳の誕生日会がイタリアンレストランって素敵だね」

「……うちの会社の代表取締役の鴻池こうのいけ治おさむって人、わかる？」

「もちろん。紙幣に載りそうなぐらい立派な顎鬚の、ダンディでエネルギッシュな方よね」

　入社式の時に、挨拶されていたが七十代には見えない人だった。

「あの人が、シャルムに古い友人がいるからって大のお気に入りで、いつも親族で集まるときはあそこなんだ」

「へえ。親族の集まりがイタリアンレストランかあ。お洒落……」

　ん？

　今、省吾は電話でとても親しいような会話をしていなかったっけ。

　『親父』とか『爺ちゃん』とか。

　違和感を抱いた。

「鴻池代表取締役が祖父？」

「そう。ついでに現社長の鴻池保が親父」

「はあ！？」

「三藤さんは爺ちゃんの恋人。瀧澤さんは従姉の旦那さんで」

「ちょ、ちょっと待って。その二人の情報は一旦待って」

　鴻池代表取締役の孫で、鴻池保の息子？

　言われて初めて、眼鏡を外した省吾のアーモンドみたいな目が、社長や代表取締役と重なった。特徴的で印象的で、吸い込まれそうな目力。確かに似ている。

　驚いていると、強引に腕を掴まれ、改札口をくぐらせられた。

　省吾の後ろ頭を見つめながら、引きずられるようにしてホームへ向かう。どんな言葉を投げつけるのが正解なのか分からず、戸惑う。

「御津って苗字は、母親の旧姓。うちの会社って学閥はあるは縁故主義な雰囲気もあるから。社長の息子ってだけで面倒なことになるんだよ」

「だから目立ちたくなかったの」

「そう。実力で広報部ぐらい行ってから、バラそうと思ってた。それぐらいしなきゃ、大きくなりすぎた会社でほんとうの意味で認められるのは難しいからさ」

　じゃあ本当はうちの会社の御曹司ってことか。私が目指したい広報部のさらに上、会社の跡取りを約束されて入社してきたってことだ。

「今夜私がたまたま省吾を見かけなかったら……このこと、秘密のままにしてた？」

「正直、わからないな……」

　省吾はらしくもなく、気まず気に言葉を濁した。

「でも、美琴のことが好きだって自覚してから、次の異動で広報部にいけたら、隠すのを止めようって決めてた」

「次の異動は私だって負けないし」

　言葉が口を衝いて出た。

　省吾は驚いたように私を凝視したかと思うと、眩しいものを見るかのように目を細めて微笑んだ。

「美琴なら真実を言っても、俺が今まで実力で戦ってきたってこと、理解してくれると信じてた」

　なんて顔をするのだろう。初めて見るような無防備な笑顔だった。私は顔が熱を持つのを感じて、慌ててうつむいた。

「なっ、なんでよ。私だって、省吾が御曹司って分かったら態度変えたりするかもだし。やった！　玉の輿だっ！　てやっぱり告白をＯＫしちゃう女かもしれないし」

　平凡でとくに特記することもない私が、地味に変装していただけの省吾に対抗意識燃やして、チームの輪に『入らない』のに『入れない』と勘違いしておせっかいしていたんだ。

　真実を知った今、滑稽すぎて失笑さえできない。

　省吾は信じていたと言ってくれたけど、御曹司だとわかった以上、今後社内プレゼンで負けた時、（あいつは社長の息子だから）なんて醜い感情が湧いてこないとも言い切れない。

　だから省吾の「隠す」という判断は正しかったのだと思う。

「大丈夫。美琴はお人よしだから。罪悪感が邪魔をして、そんな理由じゃ俺の告白を受け入れることはできないだろ」

　知ったかぶりで言わないでほしい。一体、省吾の中で私のイメージはどうなっているのか不思議だ。

「私はそんなにいい女ではないかもよ。今だってコートをゲットできてラッキーだと思ってるかもしれないし」

「思ってないね。それぐらい分かる」

　断言するような言い方に、まだ反論したかった。

　なのに私を見下ろす省吾の目の優しさに胸が締め付けられて、言葉が出てこなかった。

　駅に流れるアナウンス、それとともにゆっくりとホームに入ってくる電車が、見つめあった私たちの真横に停止する。それなのに動けない。

「美琴は俺が今何を考えてるか分からないだろうが、俺は分かる。怖かったんだろ」

「えっ」

「部長と何かあって怖かったんだろ。俺を見つけたとき、ホッとしてたの分かったよ」

「そういうわけじゃないけど」

「で、俺は何があったのか分からないから、すげえ苛々してる。さっきすぐに追いかければよかったって」

　 腕を掴まれ、電車の中に引き込まれた。一緒に家まで来てくれるようだ。

　断って、はやく社長たちの元へ戻ってほしいのに、隣にいてくれて安心できるのも本当だった。

「成田部長は人当たりがいいから、上辺だけ見て騙される若い社員が多いらしい」

 　閉まる電車の中、私たち以外は座って眠っているサラリーマン一人だけだ。私たちも離れた座席に座る。

　ただの同僚だった時とは違い、隣に座る省吾が近く感じて落ち着かない。一人でいるより安心できるのに、遠かった距離が近づいて私の中で複雑な存在になっていた。今までそんなこと気にしたこともなかったのに。

「聞いてるのか」

「う、うん。部長のこと聞いてるよ」

　紙袋を抱きしめながら返事をすると、やや不満気だったが話を続け出した。

「広報部にいた時も、部下に手を出したんじゃないかと噂になったらしい。ただ証拠はなかったし、成田部長が逃げるように営業企画部に異動になったから噂止まりだけど」

「でも成田部長って結婚されてるのに」

「だから質が悪いんだ。既婚者と指輪をチラつかせて口説くわけだろう。本気じゃないのに口説いて、向こうが本気になったら、最初から指輪をしてたろって言ってくる。……確かな証拠はなく、噂止まりだけど」

　でも省吾の言葉は変に説得力がある。さっきの成田部長の強引な行動と弱気な台詞。こちらの感情を揺さぶろうとしていた。飲み込まれそうな妙な説得力もあった。

　仕事もできて人間関係にも気を使えて、優しく人望もあるように見えたから、結婚していなかったら憧れてしまったかもしれない。

「これ以上は本当に気を付けろよ。仕事以外で絶対に二人っきりになるなよ」

「うん。分かってる。もう隙は見せません」

　こんな風に毎回省吾がホームで待っていたり、駆け付けてくれたり、察してくれるわけではない。自分が慎重に行動しなければ、迷惑をかけてしまう。

　家までの駅はたったの三つ。朝は混んでいるから窮屈で長く感じてしまう時間。

　今は省吾の隣で、一緒に居てくれてホッとするのに隣に座る位置が近くて落ち着かなくて変な緊張感があった。

「で」

　まだ何か言うつもりなのか。

　これ以上、心をかき乱さないでほしい。

「まだ告白の返事、もらってないんだけど？」

　ああ、もう。

　だからこれ以上、心をかき乱すな。揺れ動かさないでほしい。

　小さく『まだ、わかりません』と反論するのがやっとで、横でほくそ笑む省吾に何を言えばいいのか分からなかった。

　今まで、どんな風に話していたのか分からない。

　電車で隣に座る省吾のせいで、成田部長のことがぶっ飛んでしまったことだけは感謝する。

　感謝はするけど複雑で、家まで送ってもらっても落ち着かなかった。

　今まで御曹司だということを隠し、地味な見た目を装い私たちと距離を置いていた理由は理解できた。

　でも、感情がごちゃごちゃしていて、気持ちがまとまらない。

　色んなことがありすぎて、目を閉じても興奮して眠れず。その夜は朝まで、溢れた感情と格闘していた。










第三章

嘘はつきたくない











　眠れなかった夜が明け、朝方になりようやく眠れた。

　起きて、ハンガーにかけてあるピンクルージュのコートを見た。

　昨日省吾が三藤さんに用意してもらったコート。私が買ったコートより少し落ち着いた色。フラワーモチーフのボタン、スカラップデザインのリボンをウエストラインで結び、ガーリーだけどどこか上品さが感じられる。通勤で着ても大丈夫そうだ。

　勿体ないから眺めるだけ。省吾の気持ちから逃げたくせに、着られるわけがなかった。

　朝ご飯がなにもないのでコンビニでおにぎりでも買おうと、いつもより早い電車に乗った。

　駅に降りてコンビニへ向かいおにぎりやお弁当コーナーを見た。ついでに珈琲も飲もうと吟味する。あまり眠れてないから栄養ドリンクも飲もうかな。

「うそ、津々井ってうちらより一個下じゃん」

　――ん？

　両手に持っていた珈琲を睨んでいたが、声の方へ向く。

「だって見たんだよね。高級レストランシャルムの前で、成田部長といるの」

「えー……それってさあ」

　不穏な空気に首を傾げた。なんで、そんな急に小声になるの。

「成田部長に身体でもつかって取り入ってんじゃないの」

「あー噂ってやつだね。なるほど。噂では昨日、シャルムで社長たちが食事してたらしいから、ありえそうね」

「広報部に行きたいって話してるの何度か見たし、打ち上げで成田部長の隣に座って『私に何が足りないんでしょうか』とか聞いてたんだよね」

「あざとーい。なるほどね」

　二人はすぐに話題を変え、次は社員食堂のメニューや盛り付けがダサいと話し出した。ダサいからコンビニでいいよね、とお弁当コーナーに笑いながら来て、私が立っているのに飛び上がりそうなほど驚いていた。

「私……部長に取り入ってません。昨日は偶然々シャルムの前で会っただけです。本当です」

　驚くぐらい声が震えていた。口の中がかさかさになっていく。




「でも部長が貴方をお気に入りにしてるのは、チーム内皆、気づいてるけどね」

「行こう。駅前のパン屋に変えようよ」

　呆然としている私の横をすり抜け、そそくさと出て行ってしまった。

　私は確かに広報部に異動したくて、実績を作りたくてプレゼンとか任せてもらえるように頑張ってきたつもりだ。

　なのに、先輩たちからはそんな風に見られているのかと思ったら、怖くなった。
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　おにぎりを一つ買って、朝ご飯代わりに食べようと思っていたのに食欲が湧かなかった。

　仕事場まで向かう際、他の先輩にも挨拶したら、視線をそらされ明らかな無視をされた。『あの子って昨日さ』と私の噂を囁く声も聞こえていた。

「おはよーございますー。美琴、おはよーう」

「美玖……っ」

「じゃーん。真衣と色違いでシアーホワイトにフラワーのワンポイントネイルしてもらってねー。ピンクとホワイトだからオフィスでも目立たないでしょー」

「可愛いけど、その」

「んー？」

　何も知らない美玖は、いつも通りに話しかけてくれ、不思議そうに首を傾げた。

　でも遠くから見てくる女性社員の視線の違和感に、美玖も気づいたようだ。爪を見せるふりをして、しゃがんで小声で聞いてきた。

「誰かの男でも寝取ったのー？」

「そうじゃないの。でも部長に取り入っているって噂が流れているかもしれない」

「なんで！」

　大声を叫びそうになった美玖と、部署に省吾が入ってくるのは同時だった。

　省吾はいつもの地味な眼鏡はなく、昨日のようにワックスで髪をいじり、素の姿で現れていた。

「おはようございます」

　会釈して自分のデスクに座る省吾に、美玖が驚いて口を開けて固まっている。

　あとから入ってきた真衣と千葉も、その変化に一番に気づいてじろじろ見ている。

「御津、どうしたん。イメチェン？」

　千葉が聞くと、省吾は曖昧に頷く。

「まあ眼鏡飽きたから。度もほぼ入ってなかったし」

「変装だったのかよ」

　千葉に笑い飛ばされ、省吾も応戦して横腹を突いていた。

　二人が並ぶと絵になる。千葉は唯一同性の同期である省吾とは仲良くなりたがっていたから話が盛り上がっているのを見て嬉しい。

「真衣―、ちょっとやばいみたいなのー、来てー」

　部署内が省吾の変貌に驚いている隙に、美玖が真衣に説明してくれた。

　省吾も千葉もその噂は知らないようで、デスクにポツンと座っている私に手招きした。

「やっぱ省吾は堂々としてたら格好いいよな」

「うん。元からパーツはいい、からね」

　曖昧に会話に混ざって、すぐに離れた。もし噂がすでに部署内で流れてしまっているなら、同期で友人でもある二人は巻き込みたくない。

　真衣と美玖はすぐに気づいたけど、二人はこの違和感に気づいてはいないようだ。

「お、どうした。御津、別人かと思ったぞ」

　部長も省吾を見て、驚いていた。省吾が昨日、シャルムの前に居たのには気づいていないらしい。

　話題は御津の容姿についてで、私の悪い噂は小さく消えていく。

　ホッと胸を撫で下ろす暇もなく、小さな火種から出た煙は、もくもくと部署内で燻っていた。





＊






　手が空いたから手伝うと話しかけても無視されたり、頼まれていた仕事は違う人がやっていたり。自分の仕事に関する質問をしても逃げられ、部長にしか聞けない悪循環。

　ここまで露骨に態度が変わると思わなかった。部長に質問している時、刺さる視線は痛かったし。

　美玖と真衣には噂がおさまるまで一人でご飯食べるねってスマホで連絡しておいた。二人は気にしなくていいよ、って昼休みに誘いに来たけどそれを断った。

　これ、いつまで続くのかな。部長に相談……はできるわけないし。そもそもただの根も葉もないデマだし。

　私の株が急落下すると、反対に省吾の株が急上昇した。

　いや、元から評判は悪くなかった。ただ人付き合いが悪かっただけ。

　人付き合いの悪さを指摘していた先輩たちも、普通に接するようになった省吾の変化に、好印象のようだ。仕事は同期の私たちの中で一番できたし、地味で目立たないようにしていた省吾を、クールだの硬派で格好いいと言い出した。省吾も素を出すと決めたのか、話しかけられても逃げる素振りはない。

　御曹司だということはまだ明かしていないから、言う時期ではないのかな。

　なので、ここ数日、省吾がいつも隠れていた食堂の柱の向こう。その席で私が一人でご飯を食べていた。

　省吾はきっと先輩方か後輩とご飯を食べに行っているはず。私も休憩中にどこかに逃げればいいのだけど、近くの飲食店はほぼ人でごった返している。ここが一番安全で静かな気がする。

　この状況を打破するには、やはり実力で見返さなければいけない気がする。

　視線に怯えながらする仕事って、全く楽しくない。苦痛でしかないから。

「そこ、俺の場所なんだけど」

「省吾……」

　日替わりランチをお盆に乗せた省吾が、私を見るなり訝しげに様子を窺いだす。

　正面に座るが私への視線は逸らさない。

「向こうに千葉たちがいるじゃん。なんでここなの」

「えっと、その、ダイエット。ダイエットしようと昼休みは孤独と戦っているの」

「やめとけよ。太ってないだろ」

　信じてくれたのか、わざと見せびらかして食べる意地の悪さに笑ってしまう。

「いいの。食欲ないし」

「ダイエットって胸から痩せるらしいじゃん」

「セクハラッ。酷いっ」

　食堂内に部署の先輩がいないか気にしつつも、省吾との会話が楽しくて声を出して笑ってしまった。この数日、久しぶりに笑った気がする。

　すると省吾も少し目元を細めて笑った。

「なんか違和感があると思ったら、俺、お前の笑顔見てなかったわ」

「そう？」

「この数日、見世物みたいに扱われていたからな。たかが眼鏡外したぐらいで」

「それだけじゃないじゃん。対応も柔らかくなったし飲みとかランチの誘いも断らないでしょ。服装もお洒落になって、嫌みじゃない程度の香水もしてる」

「そこまで見てるのかよ。怖」

　怖いと言いつつもケタケタ笑う。今、笑う部分はなかった気がするんだけど。

　でも話しかけやすくなったし、拒絶していた防御壁も消えてる。

　私だけが知っていた省吾を今は皆も知っていると思うと少し複雑だ。

「省吾は変装を止めたってことは、もう正体をばらすつもりなの？」

　こそこそ聞くと、省吾は少し視線を迷わせてから頷く。

「正式に決まったわけじゃないけど瀧澤さんが広報抜けて、昇進するみたいだから」

「それって広報部の募集があるってこと？」

「正式にそうなったらな。社内募集することになるけど、瀧澤さんが抜けるってことは数人の補充になるからチャンスあるし。異動希望出して、広報部に辞令が出たら隠すのやめる」

　確かに二十代で実績作って広報部に昇進できれば、その時点で名前を戻したら驚かれるけど周りは納得できるんじゃないかな。

　クライアントが芸能事務所とか大手ブランドの広報部は、やはり華があるし実力が必要な部署だ。省吾の話は納得できる。

「そういえば、社員食堂の味は美味しいんだけど見た目とかメニューが評判悪いですよ、省吾さん」

「それな。味は美味しい」

　今日の日替わりメニューもサバの味噌煮、ひじきご飯、味噌汁と漬物。美味しそうな匂いはするけど、注文するのは地味で躊躇してしまう。

「上の方へ言っておいてください」

「俺がかよ。でもなあ、せっかくちょうどいい混雑具合なのに。此処とか穴場じゃん」

「そうだけど。お洒落な日替わりも食べたいじゃん」

「近くの適当なパスタ屋でも行っておけ」

　ここの少し廃れた、穴場のような状況が気に入っているようだ。

　御曹司がそう言うならば、社員食堂改革は可決されないな。

　この数日、聞こえよがしに囁かれる人の噂話にキリキリと胸が痛み、無視されないかなって仕事の話をふるのも緊張して、神経がずっとピリピリしていた。

　だけど、正面で省吾がただ笑って普通に話してくれているだけで、それだけで心が軽くなる。問題は何も解決していないんだけど、受け入れてもらえるこの状況ってとても嬉しいし温かく感じる。

　省吾の方が、社長の息子って肩書きがあるのに驕らず、私を見下さず同じ目線で接してくれて人間としてできている。

　そんな人に好意を寄せられているというのは、本当はちょっと嬉しい。肩書き関係なく接する人って素敵だ。

　きっと部署内の女性社員だって、省吾の良さをこれから知っていったら皆、好きになってしまうんじゃないかなって思う。

「……人の顔を見てにやにやするな」

「にやにやしてた？　うわ、やばい人だ」

　両手で頬を押さえたら、省吾は楽しそうに笑っていた。
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　省吾との和やかな昼食のおかけで、擦り切れていた神経が少しだけ和らいでいく。

　午後からは自分の仕事を片づけられたし、後輩の仕事を手伝う余裕もできた。周囲を気遣うことができる程度には、心が楽になったようだった。

「津々井は仕事が速いな。手が空いてるなら、データ処理を一つ頼みたくて」

「はい」

　おかげで益々部長との接点ができて、さらに噂を増長されそうで嫌だったけど、できることはしたい。部長もあの夜のことは表面に出さず仕事をしてくれている。きっと奥さんと離れて寂しくて気が動転していたに違いない。二度としないなら私だって忘れるよう努める。

　人の噂も七十五日、ということであと二か月少し。逃げ出さないつもりだった。

　噂は部長本人には届いていないようで、普段と何ら変わりなく接してくれた。後輩たちもいつも通りで、避けたり無視したりしてくるのは同じ部署内の年上の女子社員たちだけだ。話しかけても無視されるから、伝言を頼まれたら付箋で伝えたり、真衣や美玖に頼んだりした。外線が鳴ったら、一番に取るようにしていた。私宛の電話を取り次いでもらえなかったら困るし。

「美琴、ちょっといいか」

　そんな中、首を擦り困った様子の千葉が私を呼び出した。喫煙所の隣にある非常階段は、全く使われないし普段は荷物が置いてあって奥まで人はやってこない。その階段の、ドアから見えない踊り場で、千葉が私を見て言いづらそうに言葉を探していた。

「どうしたの」

「部長とお前が高級レストランに行ったとか、体の関係があるって噂を聞かされた」

「……全く嘘だよ」

「楽しそうに噂を流してるのは、一部だけどな。ほかの部署に流れても俺たちに悪い印象になるだけだって言って回ってるけど」

「迷惑をかけてごめんね」

　確かに体で営業できる部署だって噂が流れたら最悪だ。

「もしかして御津が急にイメチェンした日じゃねえかなって。その噂が出た日」

「なんで分かるの」

　驚いて目を見開くと、『やっぱりかあ』と小さく零すように言われ、戸惑う。

　どうして私の噂に、省吾の名前を出すの。

「鴻池治の喜寿を祝う会に、省吾とお前を部長が連れて行ったんじゃねえのかなって俺は推測したわけ。なのにアイツは目撃者が気づかなくてお前だけ噂の的になってんじゃないのかなって。アイツもあの日、シャルム近くで見たって人がいたし」

「……それは」

　前半の千葉の推理は全く違うものだけど、私と部長の噂のせいで省吾の秘密が漏れてしまうのは怖い。省吾は自分のタイミングで話したいと言っていたから、私たちのこのタイミングで巻き込まれてバレるのは本人も不本意だと思う。

「そのお祝いは知ってたけど、私と部長は偶々その前を通りかかっただけで、本当に偶然なの。噂のようなことは私、絶対にしていないけど……」

「御津は今回のこれに何か関係あるんじゃねえのか」

「省吾は関係ない。部長だって奥さんがいるから私をどうこうする人じゃないよ。ただの噂だから気にしないで」

　同期とはいえ、誰にも言わない。私だってたまたま目撃して教えてもらっただけだ。

　省吾が自分で言うまでは知らない振りが一番いいはず。

「千葉、ありがとう。噂がどれだけ膨らんでるか分かった」

「いや、それはお礼を言うことじゃねえよ。大丈夫か？」

「うん。落ち着いたらまた皆で、食堂でご飯食べよう」

　ガッツポーズで笑って見せた。これぐらいでへこたれていたら仕事だって向上しない。ので、乗りきってみせる。
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「乗り切ってみせる……って言葉、撤回したい」

　定時五分過ぎ。仕事が終わったタイミングで普段目も合わせてくれない女性社員二人から話しかけられた。

「成田部長が貴方に今日中にこれをお願いって」

「明日の朝礼までに用意しといてねって言ってたの。伝え忘れていてごめんね」

　悪びれもせずに、私にデータの入ったＵＳＢを渡してきた。この中のファイルをただ印刷して、会議用にファイリングするだけ……。

　私を残してさっさと帰っていく二人を見送ってからＵＳＢを確認すると、ファイルの中身がバラバラにされていた。明らかに故意だ。部長は午後から出張先に向かっていたので、午前中に頼まれていたはずの仕事。

　クスクス笑いながら帰っていく先輩方の反応からして、たぶん嫌がらせだ。

　部署内の人数分なんて簡単に終わるし。さっさと終わらせて帰ってやるよ。

　バラバラになったファイルの中身を日付順に並べなおし、中身を確認し番号順に印刷ボタンを押していく。これ、午前中に部長に貰ってからファイルの中身をバラバラにしていたのかな。番号を消さない温い部分からして、私に少し残業させてやろうって程度なんだろうけど。就業中にそんなことをしていたことの方が、私の噂よりも悪質だ。

　たかが噂でこんな陰湿な嫌がらせをされるのは些か悔しい。というか、ありえない。

　部長に連絡して、バラバラになっていないデータを私に直接送ってもらった方が早いのかな。

「まだ帰らんの」

「省吾。お疲れ様でーす」

　帰ろうとしていた省吾が、私を見るなり隣のデスクにカバンを置いて座った。

「部長に頼まれていた仕事を忘れていたのに気づいたの」

「定時にか。ふうん」

　パソコンの画面を覗かれて慌てて両手で隠した。バラバラにされているのを見られたくなかった。

「駄目。明日の朝礼で使う奴なの」

「じゃあ、見ても大丈夫だろ」

「明日までの楽しみですーっ」

「適当言うなよ」

　と言いつつ、ジャケットを脱いで印刷機の方へ行くと、印刷された書類をデスクの上に並べだした。

「書類の大量印刷とか入社以来じゃね？　俺、新卒歓迎会の書類を自分でコピーしててシュールだなって内心すげえ笑ってた」

「私、芯なしでできるホチキス、入社して初めて知ったよ。文明開化だね」

「意味わからん」

　ククッと笑いながら、気づけばさり気なく手伝ってくれている。手伝うよって押し付けがましくなく、自然にサポートしてくれてる。

　これが嫌みなく仕事ができる奴か。

　最初からライバル意識を持ってても無駄だ。省吾にはきっと敵わない。私ならきっと『皆でやればすぐ終わるよ』って同期全員で手伝って、恩着せがましいことをしてしまいそう。

　先輩の女性社員たちにだって、私は気に入られようと精一杯頑張ってきたし、補助やサポートも進んでやってきた。

　それなのに嘘の噂が信じられ、こんな嫌がらせまでされて、私の今までは何だったんだろう。全て無駄な行動で、全然省吾みたいにスマートにできていなかったんじゃないの。

「おい、次の印刷、まだか？」

「ごめん。ちょっと待ってて」

　弱ってる今、省吾の優しさが胸に沁みて、初めて心が痛んでいたのだと気づいた。痛みが胸から上がってきて涙になって落ちていく。

　人に攻撃されると、見えない部分で傷ができていてこんなに痛みが広がっていたんだ。

「――美琴」

「ごめっ。結構、私、弱ってたみたい。ごめん、化粧落ちてるかもだから見ないで」

　片手で顔を隠しつつ滲んだ視界で必死にマウスをクリックする。力もうまく入らず、時間がかかった。

「悪い。千葉から聞いた」

「へ？」

「お前、俺のこと庇って、女子社員に攻撃されてんのか」

「……違う。省吾は関係ないよ。千葉にも関係ないって説明したのに」

　印刷した紙を全て排出し終わったコピー機から、モーター音が響く。次のボタンを押せない私の代わりに、省吾が私の指の上からマウスをクリックした。

「おせっかいで、きっと私、皆に嫌われてただけ。私が悪かっただけ。それだけ」

「馬鹿か。そんなわけあるか。俺はお前のお節介に助けられたって言ったろ。お前みたいに仕事に対して明確な目標がない奴らにとっては、頑張ってるお前が鼻についたんじゃねえの。超だせえよ。馬鹿ばっか」

　隣の椅子に座った省吾が、そのまま椅子ごと近づいてくるので、クスクス笑いながら背中を向けた。化粧が落ちたブスな顔を見られたくない。省吾も気づいたのか、背を向けて私たちは背中を押し付けあって、子どもみたいに椅子で遊んでいた。

「無理すんな。お前は自分だけでなんでも解決しようと我慢しすぎだ」

「うるさい。私だって今回は色々反省してるの」

「こんな時なんだから。それは同期のあいつらも俺も思ってる。もっと頼れ」

　優しい言葉はずるい。背中越しに伝わる優しい温かさに、涙が止まらなかった。

「オフィスじゃなかったら抱きしめてた」

「ばっオフィスじゃなくても駄目です！」

　辺りを見渡すけど誰もいない。さっき私だけを残すために、女性社員が帰るように誘導していたから、見られていないとは思うけど。でも仕事場で甘い言葉は駄目だ。

「俺が競合プレゼン任せられたし、今度のこれはお前も任せてもらえるんじゃないか」

　パソコンの画面に出ているのは、明日配るファイルの内容。企画開発部の私たちは、企画が通ったら次はその企画の強みと弱みになる部分を調査、分析しチーム内で把握してから達成すべき戦略を決めて、数値化していく。現状分析から、効果や改善点に基づき、コンテンツマーケティングを実地するが、明日はそれの説明だ。

　ある有名スーパーのオリジナル商品の売り上げを伸ばすためのパッケージ調査とデザインの提案。売り上げが伸びない商品のパッケージ改革案ってことか。

「嫉妬してる可哀そうな奴らを黙らせろよ」

「できるかな。私がやりたいって言っても、サポートしてくれる人いないかもだし」

「そん時は、俺が補助に回る。まあやりたくないなら、現状で我慢しとけ。殴りたいって言う熱意がないと上にはいけないだろうが」

　別に殴りたいわけじゃない。でもファイルを改ざんするような悪質な嫌がらせは二度としてほしくないしさせない。噂なんて笑い飛ばしてしまうぐらい成功させたい。

「で、お前に嫌がらせした奴教えろよ。クビにしてやる」

「言わない。絶対しないだろうけど、言わないよーだ」

　目の前の問題が解決したわけじゃないのに、どうして気持ちが軽くなるんだろう。

　省吾が気づいてくれただけで、沁みた傷が癒やされていく。

「さっさと終わらせてビール飲もう。駅前の焼き鳥屋でビールと鳥皮食べたい」

「オヤジか」

「はっ。シャルムに行けるようなお方に大衆居酒屋なんて、クビ案件だ」

「そうだそうだ。だが偶には許そう」

「やった」

　色気がねえなと言いつつもその日は普通に省吾と話せて、初めて居酒屋に二人で行った。

　翌朝、部長に資料を何事もなく渡している時、悔しそうに睨む先輩たちを見て、不敵に笑ってしまった。










第四章

御曹司は甘い賭け事がお好き？











『新商品のパッケージ調査』と『新商品のパッケージ』の提案について朝、部長から簡単に説明があった。

　そして噂の火に油を注ぐ形で、私を指名してきた。

「この件は津々井に任せてみようと思う。御津は競合プレゼンの方で忙しいだろうが、同期のよしみでサポートしてやってくれ」

　先輩たちは今取り組んでいる仕事があるので、適任は私たちぐらいだった。

　もしかしたら先輩たちはこの件を事前に知っていて、だから噂が増長された部分もあるのかもしれない。でもそんなこと、私には関係ない。私にとっては実績になる初めの一歩だ。

　そのスーパーは駅前にあり、実際に確認しに行ける。部長と省吾がいるなら心強いし問題ない。

　なのに。

「部長、そのパッケージの提案なんですが俺も考えていいですか」

「は？　なんで？」

　省吾は自分の仕事もあるのに、どうしてわざわざ仕事を増やそうとするの。

「その方が、津々井さんの刺激にもなると思います」

「えええ、部長、そんなの無理ですよね」

　慌てる私に、部長は顎に手を当て悩みだす。

「津々井には俺がいるから大丈夫だろ。御津と競合しつつ作ればいい」

　いつもなら味方になってくれる部長からも、見放されこれは本当に私一人でなんとかするしかない。

　必要な分析等は済んでいる。売れていないパッケージと売れているパッケージの統計も出ている。売れているパッケージの統計をもとに考えればいいだけなんだけど、私一人か。

　今まで先輩や部長に相談できるからと安心していた部分があったことに気づいた。相談という名の、ただ安心したいだけの作業。それがなくなるだけだ。大丈夫だ。
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　定時後、美玖と真衣が自分の仕事を終わらせて、資料を一緒に読んでくれた。

「昨日、一人で資料用意してたんだって？」

「まだ会社の近くに居たんだから呼んでよー」

　二人は、一部の女子社員には腹を立てていたが、企画開発部での細かいデータ分析の仕事は好きらしい。

「だからー、美琴の広報部への夢は応援するよー。三人で居られなくなるのは寂しいけど」

「そうそう。昨日のことを御津がさり気なく教えてくれたんだけど、あいつ良いやつだね」

「省吾は元からいいやつだったよ。敵わないぐらい。でも負けないけどね」

　昨日不覚にも泣いてしまったから、わざわざこうして二人に教えてくれたんだ。

　省吾の分かりにくい優しさが今は嬉しい。心に沁みて、傷を治してくれている。

「部長との噂って本当いやねえ」

「ほんとにセクハラされたんじゃないのー？」

「大丈夫だよ」

「それ。御津がね、美琴が『大丈夫』って言ってるときは、大体一人で何か背負い込んでるって言ってたのー」

「あれちょっと格好いいよね」

　ねーっと二人が恋バナをするように楽し気に会話していて、照れてしまう。

　えー。私、そんな風に言ってたかな。どうかな。

「てなわけでさっさと終わらせて、今日は同期で作戦会議しちゃおー」

「先に千葉と御津が予約している店で待ってるからさ、資料で更に詳しくデータ分析したい場所があったら私たちも協力するから。さっさと終わらせよう」

「二人とも、ありがとう」

　美玖も真衣も『一人で頑張ってたのに、遅くなってごめんね』と言われて、嬉しくなった。

　巻き込みたくなくて距離を置いたのは私だったのに、二人が駆け付けてくれて、力がみなぎってくる。

　それも全部、私の『大丈夫』の言葉の裏に隠された本心に気づいてくれた省吾のおかげだ。

　ライバルだの協調性がないだの素材だけはいいだのと言っていた、省吾のことを何もわかっていなかった過去の自分を殴ってやりたいぐらいだ。

　こんな風に私の周りのことにも気を配ってくれる人だったんだ。

「美琴―はやくー。お腹空くー」

「うん。じゃあ二人にはこっちをお願いするね」

　久しぶりに仕事をしていて、楽しいと思えた。無視されたり、仕事が回ってこなかったりして心に負担が多かったけど、吹っ飛びそうだ。

　省吾が気づいてくれなかったら、きっと私は一人で潰れてしまっていたかもしれない。今度はちゃんと自分からＳＯＳを出せるようにしよう。
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　残業後、千葉と省吾が待つ居酒屋に合流した。私以外は、省吾が御曹司とは知らない。知らないからと言って、こんな全国チェーンの居酒屋で大丈夫なのかな。

　金粉が乗ったステーキを焼いてくれる店とか、まだ尻尾が動いているような新鮮な活け造りのお刺身が食べられる和食屋に行くべきでは。

　と焦ったのに、当の本人はビールを飲み、私たちに運ばれてきたパスタ揚げを二本同時に食べている。

　個室でもない六人席で、千葉は片ひじを突いてうとうと眠っているし。

「えー、千葉どれだけ飲んだの」

「ジョッキ三杯ぐらいだったかな。急に寝だした」

「もー。水頼んでやるか。私、ホルモン焼きとから揚げ絶対食べる」

「私―、シーザーサラダとチーズとワインー」

　美玖と真衣もどんどん注文して食べる中、省吾は以前みたいに端っこでちびちび飲むだけじゃなくて会話に混ざって笑っていた。

　笑うと意外と可愛い。眼鏡をやめたせいか、迫力ある目が伏し目がちになるのも、なんだか色っぽい。

　というか、千葉が寝ているせいなのか、正面の省吾ばっかりに目が行ってしまうんだけど。

　めちゃくちゃ恥ずかしい。見すぎだし、私。

「誰か千葉の家、知ってる？」

　すっかり出来上がってしまった千葉は、御津に寄り掛かり眠ってしまった。寝息を立てている。

「私、千葉の彼女と連絡交換してるよ」

　真衣が千葉の写真を撮り、彼女に送信した。

「じゃあ、私と真衣で千葉を送ろうか」

「そうね。から揚げも食べたしデザートのパフェ食べたら送ろう」

　二人はにやにやしながら話を進め、尚且つ、お会計になって千葉も急に目を覚まして二人と帰っていった。

　まるで私たちを二人っきりにさせようと計画していたように、流れるように消えて行った。いつもならダラダラ喋って、ラストオーダーまで粘るのに。

　これはわざと省吾を足止めして私と会わせたとしか思えない。

「なんか物足りない。スーパーで何か買っていこうかな」

「丁度、俺たちが対決する仕事のクライアントのスーパーがあるな」

　省吾と私は同じ駅なので一緒に帰るだけ。三人に踊らされたわけではない。

「ちょうど私も売れている商品の置き場所と、売れていない商品の置いている棚をチェックしようと思ってたの。一緒に行くよね」

「俺も企画に参加するって言ってたの、怒ってんの？」

　刺々しい私の言葉に、苦笑しながら隣に並んで歩きだす。

「別に。あそこで今、部署内で人気急上昇中の省吾に補助を頼んでいたら、嫌がらせが増えるかもしれなかったし」

「俺にも考えがあるんだよ。全力で勝負しよう。もちろん、敵でも塩は送る」

「知ってる？　敵に塩を送るの元になった逸話、実はビジネスで、塩にお金払ってたかもしれないって」

「あーあ。デタラメをさも本当みたいに言っちゃう系きたか」

　憐れんだ眼を向けられ、悔しくてパンチを繰り出すが避けられた。

　そして、駅前のファッションビル前に差し掛かった時、ショーウィンドウに飾られている『ローズ・ミスト』のワンピースに目を奪われた。

　大人が着ても甘くならないブランドって、私の知る中で一番は絶対に『ローズ・ミスト』だ。スカートのレースが薔薇の形になっているだけのシンプルなＡラインのワンピース、それにミュールとバッグが一緒に飾られている。新作は、一式全部着てこそ映えるコーディネートになっている。

「うわ、可愛いけど、値段は可愛くない」

　ミュールとバッグの値段を確認するのは怖い。一般人である私が買うには一桁多かった。もう少しすれば、一般向けのワンピースも発売されるはず。

「これ、お前に似合いそう」

「えー。平凡な私に？」

　お人形みたいに可愛い女の子なら、似合うと思う。

　でもショーウインドウに浮かぶ私の顔は、やはり普通だ。隣に並ぶ省吾が、王子様みたいで格好良くて、差がよくわかる。

「似合うよ。お前なら本当に嬉しそうに着るだろ。それが可愛いじゃん」

「かっ。省吾、本当は目が悪いのかもね。私のどこが可愛いのやら」

　それでも『ローズ・ミスト』の新作ワンピースを見る省吾の目は真剣で、急に恥ずかしくなって背中を後ろから押してスーパーの方へ向かった。

　今日は閉店間際ではないので、人もまばらにいる。パッケージを確認しつつ、朝ご飯のパンをゲットしようと籠を手に取った。

「悪い、電話だ。適当に歩いてて」

「うん。ごゆっくり」

　省吾が片手を上げて謝りながら、入ったばかりのスーパーを逆走していく。

　携帯で電話する姿さえも絵になるなんてずるいな。

　そして背中がどんどん遠くなって、離れていくのが急に寂しく感じた。

　昨日の背中の優しい体温、居酒屋で偶にぶつかる視線、それだけで安心できてうれしかった。

　省吾が隣にいると、ドキドキして緊張するのに、安心する。

　こうやって離れてしまうのが、寂しいって感じる。

　私ってゲンキンなやつだ。自分を好きだと告白してきた相手だから、勝手に安心してるんじゃないかな。甘えすぎても、省吾の負担になってしまうかもしれないのに。

　駄目だ。何を考えても頬が熱くなる。素の省吾は、今までよりも優しくて。相変わらず口は悪いけど頼りになって、ついつい心が動かされてしまうんだ。

「津々井」

　その時ふいに、背後から名前を呼ばれた。

「……成田部長」

　振り返ると、そこには部長がいた。

　こんな時間に偶然スーパーで出くわしたって感じではない。私が居るのを見て、入ってきたようのだろう。

「お疲れ様です」

　会釈して一歩退いたのに、成田部長はずかずかと近づいてくる。

「今日はすまんな。お前が忙しそうだったのに、わざと御津と競わせるようなことをさせて」

「いえ。これも勉強ですから」

「大丈夫だ。俺は今回、絶対にお前を選ぶから」

「……え？」

　驚いて部長の顔を見ると、部長の顔は仕事中の頼りになる上司の笑顔を張り付けている。

「実力があるやつと戦わせて勝った方が、周りを納得させられるだろ。今回、御津がどれだけいい案を出してきても、俺は津々井を選ぶから安心していい」

　さらりと言った言葉は、犯罪すれすれの善意の押し付けだ。最初から勝負が決まってるなんて言われて、他の仕事で忙しいのに協力してくれる省吾も、今日一緒にデータ分析してくれた真衣や美玖にも失礼な話だ。

「私は実力で勝負したいです。駄目だったら、実力不足だったって自己分析にもなるし」

「困ったな。俺はお前に頼られたくて、何かしたいだけなんだがな」

　頭を掻きながら、部長は笑っている。いつもどおりの部長なのに、いつもどおりだから不気味なのかな。

「どうしたらお前はもっと上司である俺を頼るんだろうな。俺に相談してくれたら、あんな噂笑い飛ばして消してやれたのに」

　その言葉に頭が真っ白になった。そして気づく。部長は噂を知っていて敢えてほっといたんだ。私が頼ってくるように色々仕向けたんだ。

　わざわざ私を無視している社員に仕事を言付け、この企画を私で進めていくって教えたんじゃないかな。

　またねっとりした視線が笑顔の目から溢れてきた。

「私も噂なんて気にしていないから大丈夫です。それよりも奥さんがいるのに、私に思わせぶりな態度はやめた方がいいです。私は忘れますから」

　横を通りすぎようとして籠を捕まえられた。まばらに客が店内にいるせいで大声を出して騒ぎになってほしくもなくて、睨むことしかできない。

「俺はな、冗談とか遊びで行っているわけじゃない。仕事帰り、ここのスーパーでお前が食材をよく買っているのを見て、自炊ができる子なんだと感心していたんだ」

「放してください」

「良い子過ぎるところが心配で、気づけば目で追っていた。本当だ。本当にお前に何かしてやりたい。――その見返りに俺のことを受け入れてほしい」

　籠を掴んでいた手が、私の手首を掴むので、小さく声が出てしまった。

　尊敬している上司だったのに。薬指に指輪をはめたまま、思わせぶりな言葉を吐く部長はずるい人だ。とてもずるがしこい人。

「部長。これ以上、軽蔑させないでください。結婚しているのに寂しいからって誰かに言い寄るのは違うと思います」

「――でもな、津々井」

　掴んだ部長の手から人差し指で私の腕を、擦ってくる。触り方のいやらしさに、本当に体が震えた。

「俺に甘えておかないと――広報部への推薦がもらえないだろ」

「部長」

「ずるがしこくなればいい。別にバレなければ浮気には」

「それって、津々井さんにセフレになれってことでしょうか」

　強引に部長を引きはがすと、私と部長の間に入ってくれたのは省吾だった。手には携帯電話を持ったまま。急いで駆け付けてくれたんだ。

「成田部長、今、貴方は嫌がる津々井さんにプレゼンの不正行為や、権力をかさに脅迫をしましたよね」

「脅迫か。違うね。口説いていたんだ。妻が実家に帰って、寂しくて。守りたい相手ができて、寂しさが埋められたんだ。それが彼女だよ」

　悪びれもなく言い放った部長に、省吾は鼻で笑ってあしらった。

「殴る価値もない人のようですね」

「なんだと」

「いくら言葉巧みに口説いても、相手を甘い言葉で惑わしても、身体で寂しさを埋めようとする人って大体本命や恋人には勝てないんですよ」

　そういって、省吾が私の肩を優しく引き寄せて、頭をポンポンと撫でた。

「離婚する度胸もない癖に、俺の恋人を口説かないでください」

「しょ、省吾っ」

　驚いて、声が裏返ったけど腕を掴まれてレジへと向かった。省吾に捕まれた腕は嫌じゃない。怖くなかった。

「部長、どうか尊敬できる部長のままでいてください」

　呆然と私たちを見ている部長に、自分の気持ちをぶつけた。どうか、本当に変わらないでほしい。寂しいからと、私みたいな部下を脅迫まがいに惑わそうとしないで。

　結局、スーパーでのパッケージの調査もできなかった。

　いつの間にか籠にいれていたパンとヨーグルトが省吾の持つ買い物袋の中に入って小さく音を立てているだけ。

　いつかもこうして駅のホームで立っていた気がする。

　昨日のようにも一年前のことのようにも思えるぐらい、ふわふわした思考回路で現実を刻んでいる。

　こうして省吾が横で私の腕を掴んで立っていてくれる。言葉は少ないのに安心させてくれる。

「……省吾、ごめんね。私のせいで部長に目を付けられちゃうかも」

「どうでもいい。俺は別に。でもお前はいいのか」

　少し困ったような顔で私を見る。これは……初めて見る顔だ。

　怒っているようにも拗ねているようにも見える。これはいったい何だろう。

「俺、お前の恋人って啖呵切ったんだけど」

「え、あっ、そうだった。でもあの場で助けるための嘘でしょ」

　こんな時に限って電車はまだ来る気配がない。アナウンスさえ流れてこないから困ってしまう。

「それに、大丈夫。これで不正できなくなったんだから、正々堂々と勝負して、勝ってやるんだから」

　捕まえられていない手の方でガッツポーズをすると、省吾は顔を前に向け、レールを見下ろした。

「じゃあ、もういいや。面倒くさい」

彼は深いため息をついたかと思うと、耳を疑うような言葉を口にした。

「今度の企画会議、俺の案が通ったら、恋人として抱かせて」

「……は？」

「別にこれぐらい言ってもいいじゃん。どうせ、お前が勝つんだろ？」

　あまりに突拍子もない言葉を聞かされ理解の追いつかない私を見下ろし、相手は不敵に笑った。

「まぁ、負けそうで怖いっていうならこの勝負、なかったことにしてやってもいいけど？」

　次の瞬間、安い挑発に乗って『上等だっ』と叫んでしまった自分を、トイレに流して消してしまいたい。

「俺は本気だから」

　不敵に笑う省吾は、そのまま電車がホームに入ってくるまで無言を貫いた。

『恋人として抱かせて』

　シンプルかつ大胆な賭けだ。

「ねえ、私が勝ったらどうするつもり？　自分だけ要求してさ。私が絶対に勝つんだから私も何か言わせて」

　抱く、なんて直接的な言葉を言われて、身体全体が心臓になったみたいだ。

　何かしゃべらないと心臓の音がうるさすぎて、死んでしまいそうだ。

「別にいいけど俺に何かあんの？」

「う……」

　省吾にダメージを与えられる賭け事。何かないかな。

「うーん。うーん。奢らせるってなんか小さいよね」

　私を抱くって向こうが言っているのに、私は食事をおごれって、自分の価値を下げている気がする。そこまで価値が高いわけでもないけど。

「じゃあ、さっき見た『ローズ・ミスト』の新作一式買ってやる」

「む、むり。あんな高級なモノ他人に買ってもらうわけにはいかない」

　桁が一つおかしかったのに、それを一式なんてありえない。

「問題ないし。俺が勝つから」
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いらだちは恋のせい











『恋人として抱かせて』

　はっきりしなかった私に省吾はそう言った。

　恋人として抱かせて。

　省吾の隣に居てドキドキしたり、不意にピンチの時に助けてくれたり、私の心は動いていた。

　確かに省吾がくれる愛情に、心は動いていた。

　だけど仕事とプライベートは別にしてほしかったというか、仕事に恋の賭け事をしてしまうと現実と恋の境界線が見えて、盛り上がれないのかな。

　ちょっとだけ傷つく私がいる。

　私は仕事の結果によって、省吾と付き合うという展開は納得できない。

　なので絶対に全力で勝たせてもらう。負けて、抱かれてしまうのは、私にも省吾にも違う気がした。

　絶対に負けない。

　成田部長には、次の日の朝、謝罪をもらった。

　奥さんが実家に帰っているのは出産のためで、愛が冷めて別居しているわけではないとうこと。子どもができる前に遊んでおこうと血迷ったこと。私だったら口止めの必要はないだろうと吟味していたこともはっきり言われてしまった。

　女の立場で言わせてもらうと、部長の行為はやっぱり最低だと思う。里帰り中に浮気。しかも別居中のように見せかけ、同情を誘っていた。部長のついた嘘は、私が奥さんだったら絶対に一生許せない。

　なので謝罪は受け入れたけど、許すとは言えなかった。ねっとりした視線に恐怖を感じていたのも事実だし、受け入れがたい行為だった。

「美琴、ごはん食べに行こうよ」

「私―、生クリーム系のパスタ食べたーい」

　真衣と美玖も先輩たちを気にするのを止めて、堂々と話しかけてくれる。

　部長がそんな噂、一切嘘だと否定してくれたものの疑いの目がちくちく刺さってくるので、嬉しいような巻き込みたくないような複雑な気分。

「最近外食ばっかだから、金もないだろ。食堂のメニューで我慢しとけ」

「千葉は逆に毎日食堂で飽きないの」

「今日は、彼女のお弁当」

　可愛い赤いチェックのお弁当入れをふりふりと振って、千葉は嬉しそうだった。飲み会が続いたから作ってくれたらしい。私の茶色いお弁当と違って可愛いキャラ弁で眩しかった。

「省吾もどう？」

　一応、声をかけたら鼻で笑われてしまった。

「馴れ合いには興味ねえな。俺は今日は瀧澤さんと生クリーム系のパスタでーす」

　美玖の口調を真似して言うので、耳を引っ張ってやろうとしたら逃げられた。

　瀧澤さんと真っ昼間から仲良くランチって、いつ本当のことを話すつもりなんだろう。

「御津は食堂じゃないって？」

「うん。どっか行くって」

　言っていいのか悪いのか分からず、言葉を濁す。

　どっちが選ばれるか勝負と言ったくせに、宣言した次の日から普通に接してくるから、私も普通にしてる。晴れない気持ちも燻っている状態だし。

　けど、これはこれで省吾の気持ちに対して不誠実じゃないのか不安だ。

「社内プレゼン、午後でしょ。御津、塩は投げつけてくるけど私たちには何も聞いて来なかったよね」

「確かにー。でも他の仕事もしてるし、他人に合わせて予定狂うよりは、全部自分でやりたそうだよねー」

　二人が冷静に省吾を分析しているのを見て、私と千葉は笑った。職業柄、データ分析ばかりしてるけど同僚まで分析するとは思わなんだ。

「まあ省吾が何を出してきても、私は絶対に負けない自信があるけどね」

「お、美琴も強い」

「サポートしてくれた二人が強いからね」

　ここで社内会議に落とされたら、広報部なんて夢のまた夢だ。頑張らないといけない。
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　ふと窓から見える風景を見た。

　桜の木は、気づけば新緑色に染まり、コートはクリーニングに出してクローゼットに。

　カーディガンを羽織っていたけど、それももう必要ないぐらい。

　気づけば、アジサイの花が色づき始め、梅雨がすぐそばまでやってこようとしている。

　四月終わりに省吾の秘密を知ってしまってから、もうそんなに時間は過ぎていた。

　だから私も、喧嘩ばかりしていた省吾に、色んな感情が生まれて、そして沢山省吾のことを知れた。

　省吾の良いところをいっぱい知ってしまったんだ。

　食堂で四人で笑いつつもふと、窓から下を見る。すると、堂々と瀧澤さんと談笑しながらタクシーを降りる省吾が見えた。

　そうだ。色んな省吾を知って、私の胸はドキドキが治まらなかった。この気持ちの名前を私はとっくに自覚している。

　だからこそ、私の気持ちもちゃんと聞いてほしかった。

　プレゼンが始まる前、先輩方が会議室の椅子に座りだしたときに、ｉＰａｄで資料を確認していた省吾の横に並ぶ。

「私、嫌だから」

「は？」

「賭けでこの先の人生を決めるの、いやだからね」

　断言して、私は正面を向いた。

　省吾は少し考えていたが、プレゼンが始まるとさっさと切り替えて、眼鏡をかけていた時のように、気取った壁を作った話し方をしていた。

　省吾は、売れていないパッケージを全て廃止し、売れているパッケージのみの起用を訴えた。一番売り上げが伸び悩んでいる、スーパー自社ブランドのお菓子類のパッケージを、他のスーパーの売り上げのいいパッケージと比較して説明して、他のブランドの良いところを全部集めたようなパッケージの案。

　私たちも売り上げの伸び悩んでいたお菓子類に注目してみた。パッケージも当たり障りのない中身が見える透明な包装については改善点を指摘はした。でも私たちはよそでのお菓子の売り上げもデータ分析し、売っているお菓子自体がやや人気がない商品なので、中身の改善も指摘。女性がＳＮＳに載せたくなるような可愛いパッケージを提案した。

「それでですね、部長」

　私は自分のプレゼンが終わった後、省吾の資料と自分の資料を手に持った。

「勝負ではなくお互いの良い部分を吸収して一つの案にしたいと思うのですが、いかかでしょうか」

「ああ、なるほど。じゃあ良かった点をまとめて、企画をまとめてみようか」

　あっさりと部長が承認したので、私と省吾の勝負は完全に流れた。元々、どちらかの意見だけ採用ではなく、お互いのいい部分も吸収すれば完璧になるよねと、手伝ってくれていた美玖たちと話していたので、そう伝えた。

「資料をまとめるのを、津々井に頼んでもいいか」

「分かりました」

　結局私がこの企画を任される形で終わり、思っていた以上に時間もかからず拍子抜けしてしまった。

　ただ会議室の椅子から立ち上がる社員の態度に、私が任されるのに不服そうなオーラが垣間見えた。

　部長もはっきり誤解だと言っているのだから、私も堂々としているつもりだけど。

「すいません。仕事に戻る前に一つだけ、いいでしょうか」

　けれど、省吾がいきなり手を上げて、会議室から出て行こうとしていた社員に呼び掛ける。

「私、御津省吾は来月で企画開発部から広報部へ辞令がおりることになりました。そのことについて、少しお話したいことがあるので、お時間ください」

　広報部に辞令？

　私がずっと行きたいと思っていた部署に、省吾が行く。

　悔しくはあるが、自然と驚きはしなかった。あれだけ瀧澤さんと会っていることを隠さないのだから、薄々感づいていた。　　

「まず、俺が名乗っている御津と言う名は、母の旧姓です。入社するにあたりこちらを名乗らせていただきましたが、俺の本当の苗字は鴻池と言います」

　省吾の発言に部署内が騒然とする。美玖もその苗字にピンときたらしく私の様子を窺っている。

「俺の祖父は、鴻池治、父は鴻池保、どちらもこの会社の経営者です」

　千葉が真衣の頭を叩いて驚くので、払いのけられていた。省吾は、社員の顔を確認しながらも怯むことなく話を続けた。

「うちの上層部は、学閥や縁故派閥が根強く残っているんです。力を誇示しようとしてきている。俺は自分自身の実力を誇示できてから正体を明かすつもりで、この四年間同じチームの皆さんを騙してしまい本当に申し訳ありませんでした。そして、部長と津々井さん」

　省吾は私と部長を見ると、深々と頭を下げてきた。

「二人には大変ご迷惑をかけてしまいました。先日、某所で行われた鴻池家の集まりに参加しているのを目撃されてしまい、秘密にしてほしいと頼みました。そのせいで二人には在らぬ噂が立てられ、それでも俺のために口を噤んでくれたと知り、誤解を解かないといけないと思い、こうして真実を話しました。まだ実力なんてありませんが、このまま二人には負担をかけたくない。成田部長」

　スラスラと本を読むかの如く真実を話す省吾に、部長は呆然としていたが名前を呼ばれ、身体を大きく揺らした。

「全て背負って頂き、本当にありがとうございました」

「お、おう。頑張れよ」

　勿論、何も知らなかった部長は目を彷徨わせたのち、話を合わせようと慌てて取り繕う。

 わざと皆の前で慌てふためかせたのは、少し意地悪だとは思うが、先日のスーパーで私を脅迫したことへの意趣返しに違いない。

「そして津々井さんも」

「はい」

　部署内の話題を全てかっさらい、今、こうして助けてくれた。まるで省吾は正義のヒーローのよう。

「俺が鴻池のものだと分かった後も、態度を変えず勝負を了承してくれてありがとう。特別扱いされるのが幼少の頃から嫌だったので、俺は本当に嬉しかった」

 　照れ臭そうに笑う省吾は、さっきまでの演技かかった演説とは違い、素の部分で伝えてくれているように感じた。

　千葉なんてなぜか目頭を押さえているし、美玖も真衣もにやにやしている。

　なので私は、表情には出さない。仕事中の愛想笑いを顔に浮かべて彼を見つめた。

「御津さんは、入社した時からいつか追い抜かしたいと思っていた同僚だったから、驚いたけど私の中では何も変わってないので」

　嘘だ。とっくに特別な存在になっているのに。

私の模範解答に、省吾も心底楽しそうに口角を上げた。

　それから定時後、省吾は皆に質問攻めにされていた。全く話しかけられる気配はない。

  省吾の奇襲のおかげで、私に嫌がらせをしていた女性社員や無視していた先輩たちから謝罪ももらったし、部長の株も上げて借りも作った。

本当に頭の回転が速く、実は口も達者で非の打ち所がない。

さすがに今回は完敗だった。

　その後、美玖や真衣に『私たちにまで黙ってることないじゃん』と散々怒られたり心配されたり、驚かれたけど、こんな展開になるとは知らなかったと正直に伝えた。

　無視されたり、仕事が回ってこなかったりした時は辛かったけれど、先輩たちも自分が努力しているからこそ特別扱いが許せなかったんだと今なら思う。謝ってくれたということは、愚かな行為も反省してくれたんだろうし、私は絶対に後輩にはあんなことしないと誓おう。

　部署内の話題は、今日はずっと省吾のことだったんだろう。私たちも、給料日前でお財布の中身が厳しいのに、どっぷり話し込んでしまった。

　気づけば空には大きな月が浮かび、最終電車に近づき、駅内も人がまばらになっていた。

　そして帰宅しようと駅に向かうと、大きな紙袋を足元に置いて改札口前で待ってる省吾を見て、ため息がこぼれる。

「省吾ってズルいよね」

「褒め言葉。褒め言葉」

「私が電車で帰らなかったらどうしてたの」

　紙袋を持ったまま近づいてくる省吾に、聞いた。

「俺に少しでも会える可能性があるなら駅に来るんじゃないかなって賭けた」

「……また賭け。私、賭けで恋人になるとか、エッチするとか、絶対に嫌だ」

　省吾の目を真っすぐ見て言う。

「賭けで抱かれるのって、まるで私はゲームの商品みたい。私は感情があって、生きてるんだから。商品じゃないよ」

「悪かったよ」

　頭を掻きつつも、反省しているようには見えなかった。怒ってるんだと、睨みつけても怖がった様子さえも見せない。

「本当に悪いと思ってない」

「俺の気持ちは変わらない。最初に言った通り、ずっとお前が好きだった」

　紙袋を私の胸に押し付けると、満足げに笑う。

「そんで俺のことも必要だと思ってくれてるって期待してる」

「これ、なに？」

「俺が負けると思っていたから買っておいた。ローズ・ミストの新作一式」

「……信じられない」

　足が震えそうだった。そんな高価なものを、簡単に買って簡単に渡してくるなんて信じられない。

「それ着て、俺とデートしてよ」

　気障な奴。それなのに体中の熱が顔に集まってくる。頬が爆発しそうなほど熱くて、眩暈に似た感情で体が震えた。

「俺の恋人になってほしい。美琴」

　本当に、賭けで人の心を動かそうとしていたら赦さなかったけど、すぐに気づいてくれた。

　何を言ってものらりくらり交わして、それでも人より仕事ができて。

　私が一人で我慢しようとしていたらいつも一番に気づいてくれた。泣いていたら背中を貸してくれた。

　安心する。ドキドキする。胸がピリピリする。じわりと甘く焦がれる。

　恋をするってそんな感じ。全部ほしいけど手に入らない。好きだけど、ちょっとだけ苦しい。

　沢山の感情と安心と、優しくて甘い言葉をくれる省吾が私は好きだ。

「私も好きです。恋人になりたい」

　言葉にしたら恥ずかしくて、甘酸っぱくて思わず二人で赤面してしまった。

　最終電車に乗って、誰もいないのを確認してから、省吾の指先が私の頬に触れる。

　電車の心地よい揺れの中、ぎゅっと目を閉じると優しく啄むようなキスを瞼にしたあと、指先で唇をなぞった。

　そして重なった唇は、お互い緊張しているのかどこかぎこちなく、そしてかさかさに乾いていた。

　キスだけなのに熱くなる身体に、両手でパタパタと顔を仰いだ。

　にやにやと笑う紳士な省吾は、キス以上のことはせず隣で幸せそうに私を見ているだけだった。
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　次の休みに、省吾と初めてデートをした。

　平日はどちらも忙しいか誰かしらに捕まっていたし、異動の準備もあって忙しかったから。

　なので恋人らしく二人の時間を過ごすのは、今日が初めてだった。

　二人でデートらしいデートをしようと、恋愛映画を見てご飯を食べる流れになった。

　私は、省吾が送ってくれた『ローズ・ミスト』の一式を着て、待ち合わせ場所に立ってまっていた。

　こんなに可愛い服を着て、恋人を待てると思うと体がうずうず痒くなりそうだ。嬉しいけど、こんな高級で可愛い服に似合わないって不安もあった。

　不安だったくせに、省吾が私に気づいて駆けてきたときにそんな不安は吹っ飛んだ。

「やっぱ可愛いな、お前」

　気障な台詞を言う省吾が、あまりに蕩けんばかりに笑うので、恋人が喜ぶなら着てよかったって素直に思ったんだ。

　映画はカップルシートで見たのだけど、恋愛映画なだけあって、カップルシートは全て完売。横を見ても振り返っても前を見てもカップルばかりで、恥ずかしかった。

　内容は、あまり頭に入ってこなかった。洋画で、政略結婚で夫婦になった二人が、喧嘩しつつもいつの間にか互いを好きになり――と波乱万丈のコメディチックだった。

　クスクス笑ってしまう場面もあって、省吾を見たらぐっすり眠っていた。

　連日連夜、色んな人に絡まれ連れまわされ、引き継ぎのためにバタバタしつつ仕事しているんだから、疲れてるに決まってる。

　そして食事は、見慣れた道を案内され連れていかれたシャルム。

　悲鳴を上げてしまいそうになった。

　厳格そうな、全く笑わないオーナーにオリジナルカクテルと、可愛い苺のタルトを作ってもらったことしか覚えていない。

　大理石の床、宮殿の中を迷い込んだのかと思うような、複雑で美しい細工で飾られた天井。

　ジャズバンドの生演奏に、目の前でフランベされるステーキと蕩けだすチーズが最高に美味しかった記憶が、ほとんど飛んで行ってしまった。

「すごい。シャルムに入っちゃった。生まれて初めてあんなすごいレストランに入っちゃったよ」

　駅へ向かう道、自慢げな省吾の隣、興奮冷めない私は、ずっとシャルムの感想を言っていた。

「ステーキは舌で蕩けたし、イチゴのタルトはびっくりするぐらい苺が甘くて美味しくて、しかも見た目も可愛いの。わー、一生あんな高級店、通り過ぎるだけだと思ってた。ありがとう、省吾」

　真衣と美玖も連れて行って一緒に騒ぎたいぐらい、人生の中で一番緊張した極上の料理だった。

「どういたしまして。俺も楽しかったよ」

　省吾が腕時計を確認して、駅の方を見た。

　本当にあっという間で、気づけば最終電車を残すのみ。

　省吾が改札口へ向かうので、その腕を掴んだ。

「……まだ一緒に居たい」

　改札口を通り抜ければ、最終電車に乗って終わりだ。

　そんなのいやだ。せっかく省吾が用意してくれたワンピースで、もっと一緒に居たい。

　離れたくない。

「あー……」

　省吾は片手で顔を覆い、下を向いた。

　そして改札口から踵を返し、こっちに向かってくる。

「紳士な俺は三回目のデートまで我慢しようと思ってたんだけど」

「ふふふ。三回目のデートって、なんか可愛い」

「お前が奥手そうだったからお前のペースのつもりだったんだけど」

　焦がれた熱い吐息と主に、腕を掴まれ引き寄せられた。

「その服、脱がせていいんだな？」

　怖がらせないように聞いてきた省吾に、私は小さく頷いた。

　大きな月が空を飲み込みそうな夜だった。

　頷いて見つめる私と省吾の横を、最終電車が通っていったけど、今度はそれに乗り込まない。

　手を繋いでタクシーに乗り込むと、向かったのは省吾の家だった。





＊






　私が住む一人暮らし向けのアパートやマンションが多い地域の反対側には、高級マンションが立ち並ぶ閑静な高級住宅街がある。

　省吾の家は、高級マンション『アーリントンタワー』の二十階。 経営者が外国のホテル王で裕福層を満足させるために建てたような、超高級な施設完備、家事が何もできない人や、多忙で帰って眠るだけという人向けに、食事やクリーニング、部屋の掃除まで電話一本でやってくれる夢のようなマンション。

　二十階の部屋までは夜景を見ながらのエレベーターで上る。なのに、ふっと影に覆われたと思うと、省吾に壁際に追い込まれた。髪を耳にかけられると背中が甘く痺れた。

　今日のキスは荒々しくて、濡れた音が響き、頭の中に響いた。

　夜景なんて見る余裕がないぐらい、キスだけで体が火照って甘く震えた。

　部屋に着いた途端脱ぎ散らかしたハイヒールは、ひっくりかえり天気予報は曇り。

　バッグをソファに省吾が投げ、内装をゆっくり確認する暇もなく、寝室へ連れていかれた。

　カーテンが半分開いていて、宝石箱がひっくり返したような夜景が見える。

　パソコンが置かれたデスクと、一人で寝るにしては大きなベッド。サイドテーブルには、今までずっと使っていた伊達メガネが置かれている。

　開けていたカーテンを閉めると部屋は真っ暗になり、カーテンから漏れる淡い光だけが省吾の輪郭を浮かばせていた。

「その服、可愛いし似合うなって思ったんだけどさ」

「え、ええ、うん」

　腕を掴まれ、ベッドに座っていた彼の膝に正面から座る形になり、恥ずかしくて目が泳いでしまう。

「そこまでガチガチに緊張されると、俺も躊躇するだろ」

「だって。だ、大丈夫。続けていいよ」

　熱い頬を押さえながら目を閉じる。

「可愛いけど、脱がせてみたいなって思って楽しみだったんだ、この服」

「省吾――っ」

　私の首筋を優しく噛むと、後ろのファスナーを器用につかみ、ゆっくり下ろしていく。

　外気にさらされた背中にひんやりとした冷たさを感じる。

「んっ……ひ、ゃっ」

　首を舐められ、甘噛みされ、唇で優しく愛撫され、その感触に体を震わせていたら、気づけばファスナーは全部下ろされていた。

　背中からワンピースが落ちるのを両手で抑えたらクスクス笑われた。

「脱がせていいんだろ」

「あ、待って」

「待たない」

　両手を掴まれ左右に開くと、隠していた胸元が露わになる。柔らかい光の中でも、省吾にははっきり見られてそうで、恥ずかしい。

　胸にも唇が下りてきて、ブラの中に人差し指が侵入し、刺激されると甘い声が口から洩れた。ブラも床に放り投げられ、気づけば私は下半身の下着のみ。いまだに服を着たままの省吾の余裕に腹が立って、鼻に噛みついてみた。

「痛い」

「省吾も脱いで。私だけ恥ずかしいでしょ」

　膝の上から降りて、ベッドのシーツに包まる。

　ベルトを外す金属音と、服を椅子に置く絹すれの音。それだけで身体が疼いている。

　次はどんな風に触ってくれるのか。もっと体にキスしてほしいなって、そんな風に期待して体を火照らせて、私はどんなふうに省吾に映ってるんだろう。

「本当に、省吾とエッチすんの？」

「なんで今更聞くの。ここで止められないでしょ」

　上機嫌な省吾はクスクス笑いながら、私のお腹に手を回し自分の方へ引き寄せ、うなじにキスしてきた。啄むキスは甘くて好き。触られただけでゾクゾク震える。

　なのに、あんなに喧嘩ばっかしていたのに、今から私は省吾に抱かれるのだと思うと少しおかしくて噴出してしまった。

「お前、余裕だな」

「や、違うって、そんな――っ」

　強引に重ねられた唇から、舌が私の唇を割ると中を蹂躙しだした。上唇の裏を舐められる度、じわりと興奮が増していく。

　見つめ合いながらベッドに押し倒された。二人分の重さを受け止め、ベッドが沈む。

　キスをしながら私の胸を撫でていた手が、焦らすようにゆっくりと下半身へ伸びていく。下着を脱がされ直接触れられた時には、蜜があふれ出していた。

　何度も重ねた口づけのおかげで恥ずかしさは消え去り、身体の奥でくすぶる熱が省吾に触れられるたびに熱さを増し火傷してしまいそうだった。

　一本の指で中の蜜を掻きだされ、花弁を摘ままれた瞬間、背中が大きくしなり、身体の奥から更に蜜をこぼした。

「ひゃあっ、だめ、それ、やっ」

「分かった。大丈夫だから」

　そう言いつつ、次の瞬間、指が二本に増えて、下半身が大きく弾けた。

「あっ、あぁっ」

　我慢できない嬌声を、省吾は楽しむようにキスして応えてくれる。




「本当、可愛いすぎるから」

　私の前髪を掻き上げ汗を拭い、生理的な涙が滲んでいた目じりを舐め、緊張していた私の体を気遣ってくれた。

　可愛いと、私を見降ろす省吾。その優しい目が愛おしくて、私から首に抱き着いた。

　無意識のうち省吾の指を締め付け、もっと奥まで感じたいと中が熱くなる。

　今まで喧嘩ばかりしていたのが嘘のよう。今は、省吾をもっと肌で感じたかった。

「……恥ずかしいのに」

「のに？」

　彼の指を伝い、シーツに滴らせるほど感じ、ぎゅっと目を閉じた。

　すると、彼は瞼に何度も口づけ、指を中で動かして私の反応を愛し気に笑っている。

　ゆっくり指を抜くと、ひくひくと感じて甘く痺れた。

「もっと触って、ほしい」

「もちろん、奥まで味合わせて」　

　ゴムをつけ、固くなった自身が押し付けられた瞬間、左右に裂けるような痛みが走る。

　耐えようとぎゅっと目を閉じたのに、痛みではなく蕩けそうな熱と固さに体が甘くしなった。

　動くたびに響く水音、奥を穿つ度に互いの濡れた髪が当たって、しっとりと体が濡れていく。

　絡まった指先を強く握り、彼の動きに身を任せた。

「美琴。……美琴」

　何度も何度も甘く名前を呼ばれ、甘い口づけに酔わされた。挿入されピリピリした甘い刺激に思考を奪われていく。

　再び私に絶頂が押し寄せて目の前が真っ白になったとき、省吾も中で大きく爆せたのを感じた。

　放たれた熱を感じつつ、互いに抱きしめ合って、クスクスと笑いあった。




　ああ、私はこの人を好きになって良かったなって、一緒のベッドで迎えた朝、幸せな気持ちで満たされていた。
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　どうしても勝てない男がいた。

　黒縁の野暮ったい眼鏡とろくにセットもされていない、顔に落ちかかるうっとうしい髪。「大人しい男だな」程度にしか思っていなかった。

　それなのに、今はこの飾らない素の姿が一番格好良くて可愛いとさえ思えてくる。

　仕事は同期の中で一番でき、配属されたばかりの頃から今までずっと、同期の中でも頭一つ分、目立った成績を残し続けている。だから、彼は広報部に昇進した。

　クライアントが大手の芸能事務所、タレント事務所、ブランドなどなど。一流のクライアントを担当し出してから、彼はさらに格好良くなった気がする。

　おまけに会社の御曹司だとばれてからは、女性社員の人気もすごい。

　自宅前に押し掛けてきたり、会社の飲み会でわざと酔ったふりをして近寄ってきたり。

　綺麗な女性社員が多いので、私は少し心配だったが、今心配なのはそれだけではない。

「省吾、起きて。先に出るからね。今起きないと遅刻だよ」

「一緒に行けばいいじゃん。なんで一緒の会社に行くのに、電車の時間ずらすんだよ」

　さっきまで一緒に寝てたじゃんと、平然と言ってのける。

　省吾だけ広報部に異動になってからというもの、お互いの家の鍵を渡したところ、気づけばほぼ、省吾がうちの家に帰ってくるようになった。

　今はほぼ同棲になりつつある。

「いやよ。部長の時に、噂が怖いってことは嫌というほど身に沁みてるの。会社の御曹司と噂なんて立ったら、どんな目に遭うか」

「噂じゃなくて真実じゃん」

「いいから、さっさと用意して」

「えーどうしよっかな」

　社内恋愛を隠したい私と、ばれても平気だという省吾。

　成田部長は奥さんが出産したからと、休みを取りやすい事務の方へ移動を願い出たらしい。新しい部長は、厳しい女性だけど指導も力を入れてくれるのでとても勉強になる。

　絶対に次こそは、異動できるように頑張る。

「やっぱ俺も一緒に行く」

「え、無理。だめ」

「今まで同じ時間だったろ。問題ないって」

　だから、省吾が御曹司だとバレた時点で、問題なんだってば。

　私が何を言っても、こそこそ隠れることはしたくないらしい。

　仕方なく喧嘩しながら駅までの道を並んで歩いていく。

　省吾のせいで、付き合ってることがバレるのも時間の問題だろう。

　大きなため息を吐きつつも上機嫌な恋人を見たら絆されてしまいそうになる。

「面倒な奴だな。じゃあさっさと結婚してよ、俺と」

「……ば、ばかーっ」

　慌ただしい朝の通勤時間に、そんな簡単に言っていいセリフではない。

　ムードも何もない省吾のせいで、朝からまた喧嘩しながら通勤したのだった。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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